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(1) @ 

BPA BES DIL OT, HarD BRA EACH S BORE, 或 は 
FRABE TT ENICH SE OIEL, 大 内 に 於 ける 各種 確 物 の 性 質 を 決定 する 
と 同 叶 に 造 岩 左 物 の 組合 せ を 吟味 し , AO HAE AMO AE BAR BA > 
に する 事 の 最も 大 切な る は , 火成岩 に 於 ける と 同様 な り 。 療 質 作 用 に 依 0 
CMA 620i AMORA ROUA I, その BAUMOR AAD bx 
分 , 並び に それ の 受け UBAMEAOTER RISE L 密接 な る AREAS S 
PLS RRC 6 HOT, —HOBRADO MNO MA Lit ORAL A 
通じ て , 原 岩 右 の 性 質 及 び SREGAEE Ze 推 知 する に 足る る もの 少な か ら ざ る な 
9 。 例 へ ば 或 種 の 岩石 が 或 種 の 療 質 作用 を 奉り た る 場合 に は , 一 般 に , その 
(EMEC KE CC RAIZS B BME Ae AB LO» 実 定 の 位置 に 達し , こ ゝ に 一 定 の 硫 
物 組 合せ を 示す に 至る も の な り め 。 乃 ち 此 等 組合 せ 並 びに 組合 せ を 生ずる に 
#5 b te ABR REE NS UC Id, HEAES OWED OT, HHA AICS Tit 


Dil 
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Fi A OFRAE hE 6 DS ICBO 
但し , & ORR Ps Id, 往々 に し て 最も 安定 と 信 ぜ ら る ・ ゝ 一 般 の 組合 
せ に 従 は ざる も の を 癌 見 せら る ・ く 事 あ り 。 か ゝ る も の に Ms Tit, Ba 
物 問 の 相互 開 係 に 開 し て 一 居 深 き 吟 味 を 必要 と する も の に し て , CORO 
SHPO SID OTE BIST SHEL, 或 る 確 物 は WHR & 全く 異な り た 
BARRO FIRB T 成 生 せ られ た る も の と 見 得る 事 多 く , 即 らち BH BH 
し て は , 564 B PUNO 8 と に 成 生 せら れ た る 太 物 の 集合 を 示 さ ず , 一 
部 を 安定 の 存在 よ と すれ ば , WAS PRB Keen と 認め 得る も の 最も 多 し 。 
今 終 質 岩 中 此 種 の 不 合理 な る 結合 や を な せる も の ・ ゝ -: 好 例 と し て , 十 字 石 
(Staurolith) と 紅 柱 石 CAndalusit) と の 共存 開 係 を 示す も の に 就 い て 見 る 
を 得 べ し 。 如 何と な れ ば , この 雨 確 物 の 性 質 を 見 る に , 十字 右 は 一 般 に 極め 
Cin ORO 下 に 成 生 せ ら 5 る べき 特性 や 有する に 有 反し, 紅 柱 石 は 通常 高 
ADEM EIS HESS PfaB Antistress mineral と し て 知ら る ゝ 磯 物 に し て , AB 
共に 同一 称 態 に 礁 いて 同一 岩石 中 に 成 生 せら れ 難 き 性質 を 有 す れ ば な り 。 
換言 すれ ば これ 等 所 確 物 は 全く 異な り た る 物理 化 衣 的 短 態 の 下 に 於 いて 成 
生 せ ら る べき も の に し て , 其 等 の 共存 す る 例 は 極め て 特殊 の 場合 に 限 5 る 
^ も の と 知る さら 。 
本 邦 に 於 ける 毅 質 賑 を 通 寛 する に , 紅 柱 石 を 含有 する 岩石 の 知ら れ た る 
も の は 枚 生 に 違わ ら ざ る る も , 十字 石 を 合 有 する も の に 就き て は 内 地 に 於 い 
て は 未だ 遂 見 せら れ た る も の な く , 手近 な る 例 と し て は 僅か に 朝鮮 威 鏡 南 
StF, UA), ZAIN OR ACHE, SEBRING 
lL) FRU 2Y, WA SEMESE, 第 25 4 (1918) 55 頁 。 
2) SARA WE BENT, BYE DESH 1922, 81H, 
3) 木野 崎 吉 郎 , #5 MDE SE Sk 14 4B oN 4 BE C1931) 16 Hi, 


4) M. Oyu, Se. Rep. Tohoku Imp. Univ. Sendai. 2nd Ser. T C1913) 65 TH, 
DB: Willis, E. Blackwelder, Research in China. Vol. J. Part 2. 


ow 
ee 
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産 す る も の に 就き て 知ら れ 居 る に 止ま る 。 元 よめ 上述 研 域 に 於 いて も , 士 
RE E 存 せる も の に 就き て は 未だ 多く 知ら れ ざ る 所 な め 。 

筆者 は 先 年 瑞 西 7 ルプ ジス 南側 に 位 せ る Lago Maggiore 沿 岸 , Locarno の 
南方 Brissago PAPE HSC, HGR OLE 2 EMS b UCR AS B hi 
» CHORD S BBR bet 72 SL et 4 KO, SI ee es OC be BC 
DIET- OBB MS TULSA SSLo 

十字 右 叉 は 紅 柱 石 を 別々 に RAS OPA AS, BW CO TB その 
例 少 し と ょ とせ ざる も , これ 等 二 確 物 を 同一 岩石 中 に 主 成 分 と し て 含有 する る も 

に 至り て は , 辻 に 瑞 西 アル ャ プス に 於 いて の みな ら ず すず , MOSEL FA KIC HS 

で も 未だ 多く 耳 に せ ざ る 所 な り 。 

(2) +2 BERR MBOUE 

Brissago [WLI BBE S BAS, PEAARIACHB Ivrea th PRAY BEEZ 
AR SPA Ivrea Zone の 一 部 に し て , HBO ZR bit, ANA, BCR 
BIBL L, これ 等 は その 東方 Tonalo 及び Adamello iW 1 BEE BHF 
BERR OKRA HST SSZHORN Ye 2A Bae b Oar WR AR tk 
り て 員 か る 。 本 地方 の 地質 に 闘 し て は 己 に W. G. Radeff ROLE % Di 
HO MMMWORZ ETE LOOte BRAVE LT, BR BA, REEL 
42 Pt 2p EW EPS EORS|BD, EZ IZ UT, ABYC IRE, EERE, Bean 
A, AP BS ALEB SEO ERD 2 AVE SB D7 Oo 特に Brissago の 
北部 2 km. 7H Ranco Wyk OBS SEU 28 Ht ERR 
Sole #2 (3, SPE IAW Ce BERLE 5 tT pee と し で 有名 な る 
の VR 人 隔 の は U. Grubenmann BOLOMBIC に fhe t 6 te OP 


iy fe Suzuki, Schweiz. Mineralog. oe Mitteilungen, Band X. Heft 1. 
(1930) 117~132 Ho 

2) W. G. Radeff, Eclogae Geologicae Helvetiae XIII. (1915) 485~533 Ho 

3) U. Grubenmann, Vierteljahrschr. der Natur f. Ges, Ziirich, (1907) 279 Hy 


1040 4 ah Th th KB 


7E 0 © 

SRO RL Ut SEA ALE RES ELH Wii a lk, Brissago の 南方 に し て , 
Pa, 伊太 利 國 境 に 近 き Piodina [PEC AAT et S TAO 7 7 LC EM 
する も の に し て , PAS PRE 2 OC Hit) CRE & HHRABME A aR OL, J 
PHYO Cd HAE eR EOE O. ANRC CHA BIRD eB 4 
BEN. BUA ICR TSRKOMAREAE Oo 


ERD? AR> RAS RAS AES REARS TSA > RA 
副 成 分 : WEE > BERR BU FOR BER A> BALA 


構造 は 一 般 に nematoblastische な る も, 部 分 に よめ porphyroblastische 
9, Ri eRe S RAIS, Bik と し て 存在 し, 局部 的 に Bras 
porphyroclastische な め 。 Putin (EFA I 1K O AES RHR A [&, Abas Anis-Abso 
Anw PTL OP RES S40 PP vV—-AIUT, MihveRe ども BAH Ze 
33, Rint UCR SRA, HADMRY ST TO U-AT EFS 
SAS UC aki & Pade GC Rae ARS EH L To 

We PO grass fh IL Ke TO Kk SIRS RL, RIK 1~+1.5mm な 
Do KABA WE SB, WES ESP R eS RHR at SOA O It 
的 性 質 は c=X IL UT, 多 色 性 は 炊 の 如 し 。 

X= 淡紅 色 , Y=Z= 無色, X っ Y=ZZ 

同 確 物 は 比較 的 新鮮 な れ ど も , 労 開 に 沿 ひ て BOKER O HEA 
DDH OBE A B04 0, 叉 部 分 的 に 石英 , 長石 , 雲母 , 十字 石 叉 は その 他 
OBETP IRD % Be & UCR AL, REISE US poikiloblastische の 構造 
2RESEOHO, CORB, 明か に 紅 柱 石 が 本 豊中 末期 の 産物 た め し 
事 を 物語 る も の な の め 。 

+35 は 紅 柱 石 に 比 し 稽 小 量 な れ ど も , 一 般 に 1~5 mm の 良好 な る 結 唱 
形 を 示し, 他 に 移 微 粒々 を な し て 紅 柱 石 中 に BBE SNS LOH O . SERA 
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は 閉 し か ら ざ る も,b- 軸 に 路 直 角 に 走る 割 目 に 富み , 時 に は 無 敷 の 砕 片 と な 
れる も の あり 。 多 色 性 は 著しく し て 次 の 開 係 を 示せ め 。 
C=VY=Wirih ZZ= 窟 黄色 X=VYCZ 

本 確 物 は 概して 新鮮 な る も , 一 部 に 二 次 的 の 絹 雲 母 及び HIB 2A じ 居 れ 
Do 革 一 部 に は 比較 的 多量 の 石英 , EA, SPRUE, PRICE Ot BUS TUE 
を 含み , 標 式 的 帥 区 構 造 あ 示せ る 所 あめ 。 

本 岩 を 構造 する 他 の 主 成 磁 物 並 びに 件 障 磯 物 に 開 す る 記 有 逃 は こ ヽ ゝ に 拍 店 
の C8 

(3) +PACEEHME OILERS 

上 有 逃 せ る Brissago の 南 Piodina FOF AAD H WR ctv 
BURD る べき Brissago の 北 8 km OAR AOC BS Hf 2 igh Bern KS, 
HD ELE BAR O Dr. H. Schumann に 依頼 せる に , 第 一 表 の 結果 を 得 た 
TA CE ee 
る と 信 ぜ ら る ・ 旗 た 輝 の Ronco Ose HWE OS 2 HE ERLE 
Wet (HS Fri. Dr. L. Hezner の 分 析 せ る も の を 併記 し 以 て 参 才 に 供 せ 
ん と す 。 

上 記 の 表 に 於 いて 見 る に , 十字 石 紅 柱 石 片 於 岩 (AD は 他 の 三 岩 と 同様 に 
侍 土 に 富める 水 成 岩 よ 0 め 誘導 せら れ た る も の た る 事 明 か な り 。 こ れ 等 四 岩 
(LAAEIC HEY CHK 2 FID WKS Fe -RS ONS B, FFAS これ 等 を 見 る に Fea 
ANZ SEA TEED SS ERD DBD REN LL, BIN EE ARLE 
Wee CA) は , 他 の 三 風 (BC ROD) EMUTK RU (cal-alk) の 値 小 に し 
CLAY AALEEB HEE CA) &, GR ER a (<C) は 他 の 二 考 
ae ESP ER YS bo SCO e 


1) U. Grubenmann, Vierteljahrschr. der Natur f. Ges, Ziirich, 1907. 279 Lo 
und “ Die kristallinen Schiefer” Berlin 1910. 176 Ho 


10606) a7 hh ROB 


第 ~ 表 
| | A : ' SH B - sexe’ ae D 
| mol. % mol, % mol % mol. 2% 
| SiO (59-91 | 67-6 | 58-43 | 68-4 |54.15 | 64-2 |59-27 | 69-8 
| TIOs LU | «++ italien WAS sae ay Nieto 
Al203 20-35 | 13-5 |25.06 | 17-0 | 27-38 | 18-8 |20.03 | 13-9 
Fe.Os 1.21 | vse 68 | [eB 7s 0 1-662 eee 
FeO 483 | 57 | 457| 50} 465] 58] 5-11) “66 
MnO ay: at Merc el coe cas ae ie conde! seo. OR 
MgO 3:93 5-7 | 2-48 4.3 | 2-80 4-9 | 2-49 4.4 
CaO 1.47 18 43 5 | 1-42 1-8 -67 9 
Na ,O 2-61 2-9 | 1-38 15 | 1-12 1.2 97 9 
K,O 3°85 | 3: 4.45 3:3 | 4-59 3:3 | 4-98 3-5 
P50; “1G al tetcs-vmcallnccnein, sewers eset |eeareee LOR ules 
H,0) OSE cece dasa sel sac Secte at Biches SCE 
H209 Ce a ee NG ol anaes ose arte eerie 
Gitibvertast i ses ee. 1-42 | QI |) cavnies sl moeeaeron eaters 
100-46) 100-0 | 100-34) 100-0 | 99-72 | 100-0 | 100-00) 100-0 


A | B © D 

si 210 213 179 221 

al 42 54 52:5 46 
fm 35 29.5 30 3 
prc 5:5 1-5 5 2.5 
| alk 17-5 15 12-5 15-5 
} ek 49 69 73 83 
| mg 50 46 46 40) 
| al-alk 24.5 39 40 30-5 
| ¢/fm 16 05 17 | 07 


A. Staurolith-Andalusit-Biotitgneis von Piodida bei Brissago 
(分 析 者 HH. Schumann). _ 

B. Sillimanit-Biotitgneis von Ronco, 2km N. von Brissago 
(分 析 者 HH. Hezner). 

C. Granat-fiihrender Sillimanit-Biotitgneis von Ronco, 
2km N. von Brissago (分 析 者 L. Hezner). 

D. Glimmerschiefer von Losone bei Ascona (分 析 者 
H. Schumann), 


石 中 の 造 岩 磁 物 の 割合 及び 組合 せ と の 間 に 密 接 な る 開 係 の 存在 する る Or 
る 事 は 明か な り 。 CRE) 
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Bike BAOHEARICMT 
wet NK R Bi 


緒 

水 成 岩 の 粒度 組成 は 組成 確 物 の 性 短 ( 大 る, 形 及び 比重 ), 運搬 及び 堪 積 の 
方 法 , 定時 間 に 堆 積 す る 量 , 堆積 地 の 短 況 及 深 さ , 及び 堆積 媒 液 の REESE 
に より て 左右 せら る ゝ も の に し て , 要する に 其 堆 積 的 天 境 に より て 定まる 
も の で ある 。 即ち 水 成 岩 は 堆積 雷 境 に 従 つ て それ に 適 應 せる 粒度 組成 即 も 
石 理 を する も の で ある が Kc, 地質 時 代 の 水 成 岩 石 理 は その 堪 積 雷 境 を 
AA 

岩石 由 的 研究 の 必要 な る は 勿論 な が ら , 他方 現世 堪 積 物 の 研究 に より て 
これ を 推定 し 得 可 きも の と 信 ぜ られ る 。 こ の 種 の 研究 は 成 可 く 多 敷 の 定 験 
の 縮合 的 結果 に より て 推論 す 可 き は 勿論 で て ある が , WI Ik FA AMY G 
れ た る 結果 と 筆者 の 結果 と を 雷 比 し , CO—BUDHR DHE UC, 地質 時 代 
の 水 成 岩 の 堪 積 埋 境 を 知ら ん と する も の で ある 。 

APE EE OHO PEN CKEAD BIC, 樺太 北海 道 本 州 に 於 ける 豊富 
1s Bite 2 ATS BRIE EO HEN BUCH Bo 即ち 1) HERO ee 
特に 海 浸 相 に 人 秦 達 する 。 (2) 次 終 石 の 最も 良く 人 艇 達し て 居る 層 は 一 般 に 砂 
岩 計 で ある 。(③) 海 線 石 は 砂岩 と 頁岩 と の 連 績 丸 訂 中 に 存する 場合 に は , 下 
部 の 砂 質 の 部 分 に 最も 良く 集中 し , 海 次 頁岩 に 移 過す る に 従 つ て , 其 大 さ 及 
び 量 を 減じ て 居る 。 (4) ThA Bde NS & ORE AS 
EDA Y, VEX BRO LIBRO A O, I & HERURIE 7e 7s TBE 
k OGD ERGOWMD Zs O LHEL SNS. 

LRHWANEROLE k OEY SHEE OD, 筆者 は 更に HEATH 


4 


mm 
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MEE DAG ERY DA ATO, 現世 堆積 物 の それ 等 と の 比較 研 完 よめ, SCHR 
環境 を 推定 し , 千 海 線 石 粒 の 大 さ 及 び 量 と 基 岩 石 を 構成 する 砕 局 物 の それ 
と を 比較 し て , ih DEN OAKRE AG ALT SZEDTHSo 
分 折 方 法 

堆積 岩 の 粒度 組成 知る 目的 を 以 て , BRO LK S 方 法 は BY) 
TFEROBMY ATE TH So WAITED BG Ute ORE ABO CT 
行 ひ , 後者 は 現世 堆積 物 及 び 脇 結 充分 な ら ざ る も の ゝ ABO CAR Lito 
RU (Sa BSB TAF ILD» HIER SVT, 以下 に は 後者 の 方 法 の 
AZ BILLS Bo PEMA & UTIL RO 3 AUERD b BERLINER O 
BARE? PR Otto BRBEIZA StL ES MRT UT, wehkla KS 
DAK SF, BACB ROMO HEE IK BERS SE OT, MAOUAILK 
SUK SM SHES, MA ARES HALAS SEDTCHS. fifi 
BESHOCMORG IA 6S SEROMA D 同一 な ら ざ る 事 等 に ょ り , 
Wa HG) (TEMES SS, 之 を 得る 事 が 困難 で ある 。 褒 沈 潤 法 に 於 て る 最初 
の 沈降 速度 は 懸 浴 盤 の 河和 銅 度 に 左右 せら る ゝ 事 が 多く , 比重 等 に よる BME 
も 大 な る も の て, 粒子 の 正 礎 な る 大 さか を 得 る 事 が 出来 な い 。 本 次 は 芝 等 の 
方 法 の 良 番 を 論ずる 目的 に あら ざぁ る を以て , CHBORNC BU TS MAR 
aed O28 & L, HAAR IC PR Se GK ATI ENA R eS Bo 

BG IES 7 6S A ihitkE HOR KEL, その 約 50 WBA FARA RC hk 
wl, MICU CEASE Lb, 現世 堪 積 物 の 資料 は 乾燥 せる も の 
を 約 50 瓦 を 取り 水中 に 投入 LABER UCN TAC THEE Leo IOS IEA 
WOR VAS SP HES BI Bt SRR, RICVORWE IS EOC, BIH EAB 
0.005 mm 以下 の 成分 を 除去 し た 。 こ の 場合 に 其 沈 降 す る 時 間 は Atterberg 
の 次 内 に よれ ば 10 cm/2 hrs, の 速度 で ある 。 然 る に 最初 の 間 は 電解 質 の 存 
在 に よめ ICUS BUT, その 沈降 する を まち も , 上 溢 液 を 除去 し , BES 


H RR. 1099) 


操作 する 事 敷 回 に し て , Up 2IRORRIC Te dUE, HAS tee 4 ARE し 
THERE D 10 cm 間 を 除去 し , 次 に 3 時 間 静 置 し て 同様 に 除去 し , BK 
に 所 定時 間 な る 2 時 間 選 を 欧 置 し て 同様 に 除去 する 事 敷 同 , 表面 よ 9 10cm 
の 間 が 殆ど 清 浴 と な り た る 時 を 以 て 稿 土 分 の 除去 を 終る る の で ある 。 MS 
U CHAS 2 RAE Sb Oe 前 同様 に REEL, その 沈 隆 時 間 を 2 分間 と し 
泥 土 分 (0.05~0.005 mm) を 分 訂 し た 。 こ の 場合 に 於 て も , ROA 
Ome W756 LI SAM 2 T, 沈降 時 間 を 10 分 , 5 分 及び 2 分 と し , そ 
の 上 方 10 cm 間 清 洪 と な り た る 時 を 以 て 泥 土 分 の 分 離 を 終る る も の で ある 。 
以上 の 沈降 次 験 に 於 ける 園 筒 の 大 さ は , 沈 隆 時 間 に 義 係 す る る の で て , TOK 
過ぎ る 場合 は 静止 時 間 が 長く , 細 過 ぎる HS ACU ew S. ZH 
する 最も 適 党 な る ぁ る 太 さ は 直 篠 5cm と 認め られ る を 以 て , この 太 さ の 管 を 使 
用 し た 。 DEVENS & OT 0-05 mm 以下 の も の を 除去 せる 資料 を 充分 乾 
燥 せる 後 , これ を 大 秀 Thoulet の 分 類 に 従 ひ ce ime a~5 ュー 
1, 1mm YEO SICA MN UK HRAMOD HEIL 重 溶 液 法 に より て 乙 
を 行 ひ , ROBIN UL OTH SDMA, F OMT AGA TERE TS & BD 
を 得る 事 が 困難 で ある 。 
分 析 結果 

(1) BH PATIL CEN YO PERS, TEARS, 瀬戸内 海 , 万 右 浦 , 伊 倫 潜 
(2 > il, OE, 92 BY LOSERS WMC C. 其 探 取 個 所 及び 水深 等 は 旗 に 報告 
CB RITHTCELBIBST 5. ZEB OUR 22 WUE RAVEN KOT 
分 析 せ る 結果 は 第 1 表 に 示す が 如く , それ 等 の 結果 を AALS s Os 第 1 
賠 A で ある 。 以 上 の 各地 堆積 物 の 確 物 成 分 , HIZIKRO BUTE RYT 
Id, 他 の 結果 と 共に 他 日 報告 す 可 き を 以 て て , 牙 で は 各地 の 堆積 物 の 構成 粒子 


1) Ai Of 1 AB 64 FH, 
BEV, No. 5, 1929. 


11010) a AB Bk ® 
第 ーー 表 
っ SA “| { 
CY |. C2) EI CAD COCO IC ce 
mm % | | | ies |e 
above 1.0 (IRREO0R NR ones A BO ee 
1 | 
Oe 1.89| 1-61) 2-96] 2:93 8-59) 6:06| | ーー 
«A | | a | | 
| | | 
int 7-16, 8-92, 23-91) 12-50! 16-69 24-79] 2:00) .-.--- 
| 
4 | = 
aS 31-58) 33-41| 30-71| 12-26) 11-51) 26-35] 12-79) ------ 
| | 
= 26-73, 21.31 25.54| 31.29| 30.85| 28.06| 23.60| 26-89 
| 5 | 
| iL pee a 1 30| 9.()() 79| 9.9, 8-41 5 ve | 36.54 
| 20" 200 PL 3) 12-00) 9-79) 12.94 1 6-89} 29-8 
i Se. : | zi : 
| clay 21-09} 21-94 7-09} 28-08) 8-85) 7-75) 31-74) 36-57 
| 


FRE RAAH OA A TH (4H Ff BB 
©) > if 6) 伊豆 沼 ORB eH © BE if 


Ht t EAC EIB CO AMES ABR LS So BHR WO HE A % FL 
る に , TCHS THD 7e SAMS , FEARS, BAF PO BA IL, 其 組 成 粒 子 の 配分 
ARETE ETRE SHEARER LTO, エーjp mm DK さ の も の が 最大 
量 を 示 し , 再び 粘土 分 に 於 て 最大 量 を 示 し , 自然 泡 汰 作用 が 比較 的 完全 に 行 
KOMK2 BIT Sb, 最 大量 を 示す 粒 の 大 さ が 前 者 と 異な り , pm の 
も の で ある 。 万 石浦 , 霞 ヶ 清 及び 伊豆 沼 等 の 組成 を 見 る に , 最大 量 を 示す 大 
さき の 粒 が 存する が か, HOH F OMS ARMED BE <¢ , 叉 最大 量 が 著しく な く 自 然 兆 
汰 作用 の 売 分 に あら ざる 事 を 示し て 居る 。 以 上 の 結果 の み で 各 型 の 堆積 物 
DYER BE WADERS BBS 充分 て は な い が な, HERS ATO HOTZ (CRE 


て , COME MRO BLS 4 HM 2RT LOL 云 ふ 事 が 出来 る 。 以 上 の 結 


Percentage 
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1234567 1234567 


Size of grain 
I] A, B の 模 軸 の 大 さ は 次 の 如 し 


1-.-above 1.0 mm Shir pean 


2 

‘aes Lon] 

3… テ ヘー ィ Tm 

bet a 
0 900 

7---Clay 

ls] A. 1--- FF 森 滋 D-- RL py 
STS i ia 4-H BD ie 
Si or TH OG IY 
Te 5k ke 8 TE Sw 
la] B. 1… 海 Bi 砂 2… 太 洋 洪 海 

(Pettijohn) (Thorp) 
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果 に 於 て , BEAR aT LIE HR 
物 中 に 最も 多量 に 存する 事 を 意味 
L, SEX S SIERRA U a iGERIETT 
DIK SILL, 最も る 著 しか つた 事 
を 示す も の で あめ, 第 1 園 B 1) の 
如く , 或 る 粒度 の 最大 量 が 他 竹 度 に 
Jt LICE LO Bert, 自然 海 深作 
用 の 売 分 な る 事 を 示す る の で ある 。 
第 1 園 AC1)C2) の 加 く 海岸 より 少 
し 談 れ た る 堆積 物 は 海 注 秒 し 第 1 園 
CD) の 如く LRN SOR 
D, BH LR BAMBOO MNS 4 
BOI HAT, TRO Att 2 aR UT It 
SUCH Boll UTZ ATABIN 
の 堪 積 物 の 燈 度 組成 [第 1 園 5C2) 
LAO MitR% 2 LCI 2 oR b ilk 
Wk OMRZEMY IE 3 & 海底 の 堪 積 物 
は , ERED » (2 GEO CHIE 
HIMFB&LOCHSo WL, LEB 
海 旗 の 地形 に よめ て 支配 せら る 可 
きも の な る は , 注意 を 要する 。 TE 
il, PB LOW > ilo wang 


L) Pettijohn, E. J., Jour. Geol., 39, 432, 1931. 
2) Thorp, E. M., B. of the Scripps Inst. of Oceanography La Jolla, Caif, 


Vol. 3 No,1. 


3) Trask, P. D,, B. Am. A, Petrl. Geol., 15, 271, 1931. 
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O) SHE FEA OD VL JE HEI (SYITA EWC) ES UT, WATKAT IM DV) lI T 且つ BRO#s 
汰 作用 が 著 し か ら ざぁ を以て , FH 1 lal 3,5,6 ON ¢ , HATED 堆積 物 の 組成 に 
KUT, ARWKO REE. 6S 42H を 示し て 居る 。 展 ヶ ヶ 浦 の 堆積 物 組 成 
DA Aili ER SS, 河川 の 影響 に よる も の と 孝 へ られ , 河川 の 流動 の 乱 激 
7 DBMEI EO, HAMS ABLE t HO, 粒 の 配合 基 態 も 廣 く な る も の と 思 
は れる 。 以上 の 如く 海底 及び 溢 湖 の 堆積 物 の 粒度 組成 に は 其 場所 に 應 じ て 
特徴 が あめ 0, 前 者 は 後者 に 比 し て 自然 泡 汰 作用 の 良好 な る 事 を 示し , AAC 
者 は 竹 の 配 分 短 態 に 於 て 異な る 事 を 示 し て 居る 。 

(2) MAGE HEKALOMS, HEED AROAMAAIEEL OnkMe 
保 層 の JLB 7 6 VERAWAD 上 部 な る IKE BRAWDATHAS. LO 
WAPMLAKOBH RO 燃 石 頁岩 等 の Bike BAT OD, APS ZH 
BALES ABI CHS. BUM 的 分 析 結 果 は 第 2 表 (1) に 示す が 如く , この 
hi Re Ki S 4 OF 2 la AC) CHS. COMBI THSS » MM 
< テー5 mm の 数 及 び 粘土 分 に 於 て 最大 量 を 示し て 居る 。 MIU ¢ 
ABRREBEE THRE iE U, 0.6 mm 以上 の も の は 生 球 肛 を 示す も 
ERUDE Os ODAMBED LODZ. WAP OMEAROK 3 ROR 
[esl (= HAC BRO [it IS CARS} > DU, 0.24 mm~1.30 mm の 大 さ 有 し , 
この 内 最も 多量 な る る の は 1.0 mm NHOSOCHS, TOMB SRB 
DAVE MARS Bx, RA BLAMES ICIE UT, 大 さき が 大 に て 上 且つ 其 量 
多い 。 以 上 の 結果 を 見 る に 看 肩 物 の み の 組 成 粒子 の 配分 短 態 は 現世 堪 積 物 
の 内 泡 状 稿 充分 な る 型 即ち 第 エ 賠 A(1) (2) の 如き 海底 堆積 物 の を それ と 疾 
WO VK. AR し て 居 9, BALE E O GR O 売 分 な る も の な る 事 か 示 
UTI Bo ROI C Ole AE SEI LORD ARRE fi BLOMESY & 
WING AB E Ss 其 の 粒度 組成 に 於 て , —RABUAEM OPED SSS 


"1 HWARHESE, 483 He, 412~429, 1929, 


研 FR 報 Se = Los 3) 


事 あ 思 は し むる も の で ある が , COVA Aen OBUAS BM + A %& Ole 
UT, CORNY TS RUET る 。 

THUR OTA eS ee) eH TT » Hee O Bt Rete BS > Fy a aE 
ELDERS る , RA 22 BAS BAG EIS UC, BG SBE & 

と 思 は れる 。 分 析 せ る 結果 は 第 2 表 (2) に 表す が 如く , MLS LOM 
ZU] A (2) CH So ACMA BANS, 小林 澤 の も の と 同様 に エー omm の 
PENG TAD ie Kate aR UO EP ICIA Cink Kit eR UT 4. MEADE 
と UCHBAI UT, Hae SD, BG, 雲母 等 を 混 じ , MAINE HIE OW 


第 = 表 
cl) (2) (3) C4) (5) (6) 
ed eee | 
1.0~ mm | WHEE. oc cu lo” prorme SUVA > oabena 
aes: eS < f 
| 5 ae 5-95 6-15 1-84 0.99 4.33 2.34 
; 42:74 | 55-59 | 2316 | 15-52 | 31.04 | 19:57 
ANS 1265 | 9.66 | 1667 | 19.63 | 2473 | 35-01 
Le 20 
ete 9-25 3:37 9-63 | 13-08 | 10-62 | 1206 
} 20 200 | 
= | = 
| 
clay 28.78 | 25.23 | 48-70 | 5006 | 26-10 | 31.02 


OQ» tk @ @Drrveos C3) eee 
(4) otk 6) RF OM CO) KR a CE 


He 2e PAs LZ OVAL WC ARIE TH Bo hit A BLILTAIIZ © % 
が 多く , 其 大 さ 0.24~1.05 mm な る も , 0-65~0.97 mm の も の が 最も 多 革 を 
id CHS o RAR CMW EO 大 さ を 比較 する に , 前 者 は 後者 より 大 
C, Ny EK BRR CLG SS MS BNR A UTI So 


14.14 


= 


Percentage 


[234567 1234567 


P2320 A400,0 
Size of grain 
彫 に 於 ける 粒 の 大 さき は 次 の 如 Lo 

Bl A Tl. above 1-0 mm 2 LQ =m 


a es ieee 
OL aA. Sr bas) 
ie ee ae 
» 105 20 659 300 
7---clay 
fa B 1-- above 1:0 mm 2.-1Dary mm 
Ae ES ie = 3 
eee ton 
1 1 


6--- clay 


5 
el A Ly 林 FE Qe erry eae 
SME EAR 4 ACES LAB 
5: BR GP GR 6 RR a) LE 
ls] B 1, 2: TRLREAG aD A Goldman ) 


Tei SUEDE 
iE WO LIOR IIE 
の も の に し て , HEM tt (Al 
Ze Wear LC eh dele & BER 
する な が な , 資料 は SEM よめ 
50cm 上 方 よめ 控 取 せる も 
DEE EN EC 
り 上 方 Sm の 慮 よめ 探 取 せ 
る も の は 上 部 資料 で ある 。 
ih U CHEE MISA UT 
WK EJB AS Ze BAC GEO RR 
分 を 増加 し , BI ik BG t 
7.0, TRAN & I FAO 
WHO & DIL (k5ERN 3 HG 
nA O64 OD 多く , tix 
A 岩 に 移 過 する に 従 つ て 其 
量 を 減じ , 有 LE つ 基 大 さる も る 小 
と な つて 居る 。 FROME 
の 部 分 に は , SE 成 選 面 が 互 
に 交錯 し , WEAN の FAB 
長 軸 の 方 向 が それ 等 の 成 民 
面 と 路 々 一 致し , 明 に gtk 


作用 を 受け た る 事 を 示し て 居る 。 下部 及 上 部 海 線 石 岩 を 分 析 せ し 結果 は 第 
2# (3) 及び (4 に 示し , この 結果 第 BLA (3)(4) KEEL. DOF 


1) 今井 御 談 郎 , 地質 古生物 重 教 室 研 完 那 學 報 告 , 第 1 BE 
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EE OVE OMAR A 2 者 と KWOK EL, 下部 の も の は 
FO HED KO WALT O 2 組成 が 最大 草 を 示し て 居り , 上 部 の も の に あ 
0 Cit ~ gg 及び 粘土 分 に 於 て 最大 草 を 示し , 上 部 な る に 従 つて 細 粒 
の 組成 を 示し て 居る 。 THRRGRIOK SSBC ARS DH 6 PARC BIB ee tRO 
大 な る 粒子 (025~0.50mm) #88 ¢ HARRY BAO TL ~ yy mm 
OMms He LO, He wo CORBIS EBL 8 REAR ICRET, 
LES SCR OGME MOMS SB BD 5TH. BBM CRE 
Bre DKS OBMBIS, NFR, > + YK BOLD & ARE SRHRICD 0, 
後者 は 前 者 より 大 で ある 。 

PUTAS EES ACTED PPRBER I) ILO ANS BEST B &O-C, 喚 潤 砂岩 を 
PILE (BEET ZR EMO 4 OL Midd. S. HMMS ers B 
約 1m ORAD W's CHRO! 2 UC IE ORR WY & Pe BAC 
及び 多少 粘土 分 を 増加 L, TE LCRLEAS BSB LCS oF BA ELI AD 
岩 の 内 下部 の も の に し て , 上 部 の 人 資料 は これ よめ SM LBOLOTHS. 
分 析 結 果 は 第 2 表 5)(6) 及 第 2 IB] CD) (6) に 示す 通り CHS. LHO MM 
粒子 の 配分 短 態 は 園 に 於 て 明か な る 如く , 前 者 ( 鱗 葉 塊 ) CREE SEK 
AR L, WAC EIR 2 2 CHRO MIRE 2 OTE O, BLE OSA & BENE 2 
WO teste 2 UTE So 

以上 は 本 邦 海 株 石 岩 の 内 , HBAS S ODS 機械 的 分 析 等 の 結果 
に よる 粒度 組成 の 定量 的 表 園 な る だ が, 他 の 海 線 石 岩 は 脇 結 売 分 な る が 疲 に , 
基 粒 度 組成 は 題 微 錯 に よら ざれ ば 之 を 分 析 し 上 難い 。 盾 徴 鏡 的 数 度 組成 に 開 
FA Ai OWE A FE ORES Ml A The EE OMAR IER BLU CHEB 
を 以 て , UTCBHWO DO BAWHROAPIEES BLS Bo 

HiT HL OWE AURIS LOAN ¢ , KUBAD 3 種 に 分 類する 事 が 出来 る 。 


1) ALY ADEE Th, 199 io 


166) a Hi Ti th i KKB 


即ち (1) AS WHOA SO 6, PN Eg es PEAY F BBD 2B 
の , AGAR AE SAA TS HRA DO FB 及び 樺太 大 泊 東 方 女 雇 附近 
ODF BRAD BOT BOLO 等 で ある 。 この 種 の も の に 於 て は , HRA 
粒 と 砕 居 物 と の 大 さき の 開 係 は 前 者 は 後者 より 小 な る か 叉 は 殆ど 同一 に し て 
FER EMD PE CHS. (2) 多量 の 粘土 分 より な る 頁岩 性 の も の に し て 
之 を (@) 海 線 石 砂岩 居 が 洛 移 的 に 頁岩 性 に な つて 居る 場合 の も の , (b) iy 
線 石 貞 岩 が 寧 猫 に 存する 場合 の 2 種 に 分 た れる 。 前 者 の 場合 の 如き 燈 度 紺 
成 の も の は , HOH, 穂 別 及び 利 矢 古 丹 , ARE WBE O EBO 
も の に し て , 一 般 に 下部 の 砂岩 中 の 海 線 石 粒 に 比 し , EAS LS CARED 
量 で て , 砕 物 と 比較 する と ょ と き は 殆ど 同一 な る か 或 は 大 な る 大 さ を HLTE 
る 。 後者 は 真央 の 竹 度 組成 を 有する も の に 海 線 石 の 存する も の で , HALE 
PEA EERO — MOA ACAD OA SIOWEE i), Ax th 
EPO & OD, ABI LBD & O, RRR IEDE SIE AES AF SIE UC BE 
る も の で ある 。 この 型 の も の は , HRA DBR 5 KIEC, MIBMOKS 
と 紫 較 する に 一 般 に 大 に し て , 多量 に 集中 し て 居る 。(3 う は 以上 の 中 間 の 粒 
度 組成 を 時 する も の で て , MUO MAY DHE ter S 2, OC 1,2,3,5), 樺太 名 寄 
西條 川上 上 能 登 弓 に 起 出 する も の 及び 三倉 居 CRM) HO の だが 其 例 で , AF 
ith Blt OM Cie} RAFIC BES SL OCH 0, RAB IE 一 般 に WED & 
り 大 に し て 完全 な る も の が 多い 。 最も 標 式 的 に 海 線 石 岩 が 胡 達 する 場合 に 
は , 以上 の 3 種 の 粒度 組成 の も の ヽ ゝ 内 , 1, 3,2a の 順序 に 成 居 を な L,mez 
“FORK LOIRE HERD 2s < BI UTE O, ZS DBE 2 場合 は 
Hi CHIT H So 2b OMMO & Ok WHEL, ILBEIRDY 豊 漏 的 な る が 
能登 熱海 の も の を 除い て (Sink lt OPED BLE 7606 
AFC BES SSA 4 KBE OD Fir BE MLB 4e BHA OD % de & Hee 
る と き は 第 1 園 A 及 び 第 2 園 B に 示す が 如く , 方 石浦, 伊豆 沼 及び 霞ヶ浦 
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Oi OF: OWE HU & LER oe SMR AR OL, AEE 及 瀬戸 内 海 
OPEB ARES & FAD PER 2 aR し , 寧ろ 之 等 の 場合 より も vatktE NN OFT 
FN BBSRC BS. MUO RMA RED DI 2 BL) (2) と 比 
する と き は Goldman Ojiie AWW 2s LWA BADR RT > & OT 
ある 。 ULOPBOALOBADS db TGA LWW BY RAI OG A 
ANS , EMS SSE DG SAPHCHS. MUCHAS, KBR 
BENS BEES Die EL PF LADS UCHR EVBAC 2h BIL GEO THE: 
Sb 2 ON LIB AG & RAOBRAS, HYD & O 潤 漁 海岸 を 離れ た る 
堆積 相 を 示 し , tise M 7s SIAR し て 居る 。 Mt BRLOIM, KS RUS 
AWAKE & OPERA Fe GAS AIX, 前 逃 の 如く 最 下 部 の WAZ A BD 
43 O AVR OBB HET lk, ABE Th GILDED 2 同様 な る 大 さ な る か 
MILA WTH O, Heat } HRN atk SGA DS ¢, JOIBAK & FEN SB 
DBP o MOUTH ERY & GES 72 eae (lt CTD AUK OMS NCES T 
(S, TRB ALD PB & ORI KT, TAC ABR IRO 4 OD 多く , fa Lt 
な る 頁岩 の MMOMA IHS CSM t ILT H&L SISKE AIMED, 

PMO ike A & HBS tka L 6 LIB Dy & 7s OH} WUD KE SEO 
(L5G IB RRO BOD WS BI Die ALD ACS ARE A ORIG OBL 
JEXUMOM EOF LS}, 本邦 の 主 な る ARG BIL MARIE 75 BIATE 
JPREURSBDWN CHS M445. MITER AS PLAMAOK 
重 (263~2.71) (MORE WO Str & IES SU, MEM —BACHIE 
BF, BEA に 示す が 如く , 標 式 的 海 終 石 岩 に 於 て は , 海 線 石 粒 が 砕 庁 物 
よめ 常に 大 な る 事 彼 で ある 。 こ の 事 牛 が 若 し 泡 汰 作用 の 不 完 全 な る 事 を 意 
EU PIN (EES FO 現世 堆積 物 の 如き 粒度 組成 に 相知 する な ら ば , Taek 


1) Goldman, M. I. Adissertation submittd to the board of umversity studies of 
the Johns Hoskins University, 1916. 


118¢18) i Th tn KR Ok 


MOAR ES, CRLEMUOKELAT SWORD t THETA SCH So 
BREA LOAD MOWED EO 大 な る 粒度 を 示す を 以 て , 他 に 其 原 
Ke YS DED A Bo 其 原 因 は 海 線 石 粒 が 現在 の 如き 密度 に 達せ ざ ぐる 以 
前 好 も 海 線 石 化 作 用 の 完成 前 に 基 粒 が 漁 汰 作用 を 受け て 堆積 せる に 至り た 
る も の な る か , IMM CTBKS NEDO 何れ か で ある 。 MAB が 前 
UM 1,3,2a の 如き 粒度 組成 の 層 は 明 に 前 者 の 原因 に より , 2b の 如き 居 は 後 
者 の 原因 に よ ょ る も の と 推定 せら れる 。 こ の 事 辻 は 筆者 等 が 現在 の 海 線 石 粒 
に 就 いて , 観察 せる HERE せ し む る も の で ある 。 即 も 本邦 海 線 石 岩 の 
海 線 石 粒 の 大 部 分 は Coprolitic origin の も の と 療 へ られ , 其 泥 粒 の 海 線 石 
化 作 用 の 程度 に より , 其 密 度 及 び 大 さ に 従 つ て , MIKEM OMI EO T, 
各々 これ 等 に 適合 せる 場所 に 集中 堆積 せる も の と B54}. LOW 
に よれ ば , MR I OP ADs RRB PLO CBE BOWS, HLA 
の 砂岩 に 完全 な る 形 を 保つ 大 な る MOA 6, 其 上 部 に な る に 従 つ て 潤 炊 粒 
の 大 さる が 小 に な る PAPERS RIT SB GR <, AAO 2p ie BS 
る 粒度 組成 の も の が , HABER GSS BIBL 明 答 を 奥 へ 得る も の と 
云 ふ 事 が 出来 よう 。 
8 括 

CL) 本 邦 の 主 な る ite ad BOSE A KO, これ を 3 種 に 分 類する を 
TY < Sik } RAEI ABE J 2 iM DAORLMEAMRIL テーー ト mm BR RK ESP 
に 於 て 最大 組成 を 示 し , HATATE IN DIGS I TIS HK SZBRRUTHS if 
し て Goldman 05) Pri & US SIME O 大 洋 迄 の 漢 准 頑 積 物 の 粒度 組 
WE — BL, RB BIO HK EAU UTI So 

C2) Hitk WD OB BEAM 2 ASF OUERR DD Z dv & WES BAZ 
WB OUD & ILR7s 2 PEK BL, 青森 洪 及 び 瀬 戸 内 海 の WA EO 離れ 


1) Economic Geology, Vol. 24, 838~852, 1929, 


toate 
ayes bo Senet 
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た る 堆積 物 の 粒度 組成 と 類似 し て 居る 。 

(3) RAI O PE LEB & O 機械 的 分 析 結 果 に よれ ば , 砕 選 物 は 下部 に 
粗 粒 で , 上 部 に な る に 従 つ て 六 王 分 を 増加 し て 頁岩 に 移 過 し て 居る 。 海 緒 
DCPS LO 大 さき の 開 係 は 最 下部 が 思 純 な る 砂岩 の 場合 に は , 一 般 に 海 
TAO BEDE ¢ , 前 者 は 後者 と 同一 の 大 さき な る か 叉 は 小 で TAK APL 
が 少く , 選 れ に 反し 多少 粘土 質 な る に 及び 前 者 は 後者 より 大 で 完全 な る 粒 
が 多く , 頁岩 に 滋 移 する に 徒 つ て 前 者 の 量 及 び 大 さ が 減 じ , 後 者 と 同一 な る 
ON ある 

(4) Wika ld BAT oa EO, 常に 多少 粘土 成分 の 多き 堪 積 岩 を 
形成 し , hd ieee AL & Hh SP elk, 量 的 に 互 に 補償 的 開 係 を 示す は , 最も 
注意 す 可 き 現 祭 で ある 。 

(5) 以上 の 事 辻 よめ GET AI AAR ABO ES 4 & Old, FONE AL 
MEO, BROUKEOMBIBRIRILIAT 生成 せら れ た る も の と 推定 せら 
れ , RKB LOS Pit HEREC KANT SSD) isi ClSH BD, MAIO MATE 
NE kALDLEFXGHSo 

(6) TREAD TOROS EO BH URL 7s る 事 及び その 比重 の 比較 
的 大 な る 事 寛 は , 海 終 石 が 未だ 現在 の 密度 に 達せ ぐる 以前 , 即ち Coprolitic 
mud-grains の 海 終 石 化 作 用 の 完成 前 に 光 汰 作用 を 受け て , 現地 に 堆積 する 
に 至れ る か , 牙 は 初め よめ 現地 に Coprolitic mud-grains が 形成 され た る か 
の 何れ か に よる 事 を 示す も の て ある 。 MUTTO 何れ の 場合 に 於 て も, the 
線 石 化 作 用 は 現地 に 於 て 完成 され た る 事 を 肖 定 せしめ る 。 

この 研究 は FIGARO 御 懇 邊 な る 御 指導 に よる も の に し て , ABA BH 
LER KGS So Gi 
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& 0 #2 GO GH OE 1) 
me 高 根 OR OI 


小笠 原 岩 は Petersen (2 k O Chad CHM 6 trtc SPH EO DE A I 
UL CIEE RAED IE Ta SBE 75 Oo TNE ARES EAS CBS GEE GD 
OM} OT, HOSE LKR OMA FE SILT) VIED Ar, RGR OS 
PEA MLA Tz SBRORE HES T AGREY Gtr, これ 等 の 結果 OHS OEE 
KREGERK AMA 0. UK (SAWBPONR MC UTA HBA Oitiin eet 
参 完 すべ き 役 割 を 受 持 ち , 其 研 究 に 従事 し 今 大 要 を 終り た る を WCHIC HR 
告 せ ん と す 。 BARI EAC AERA ERROPREY ORK SRICUTRL 
EAB DP VAR IG 75 2 RO C MEE LRA LIAL LRU S RBS 

研究 の 礎 史 と 問題 の 提示 

SERA Le OAOARS MM § GRAINY CBIR EC BN SHKknrEe Ss, 
HEBD AC BLVD AC TE OUR S ARIS FETE SO ai ML. Adis ls 
系 に 属し , HF に よる 触 像 の 研究 に より て Daly, は を 完 面 像 唱 族 に 局 す & 
な せり 。 

BREE 7S S32 ORBIT Ud, 何れ の BHM & arb:c= 
1.0921 : 1: 0.5893, B=74 11’ と あめ て 一 致 せ る も , HMO 形態 に 開 し 
て は 研究 者 に より て (100) 面 と (010) 面 と の 撰 び 方 を 逆 に 通 に 用 


ひら る る 著名 な る 参 参 和書 
Hintie; Mineralogie LI. 
J. D. Dana; System of Mineralogy, New York, 1909. 
Rosenbusch-Wiulfing; Mikroskopische Physirgraphie I. 2 
Stuttgar', 1927, 
P. Niggli; Lehrbuch der Mineralogie 11, Spesielle Mineralogie. 
1) mT Bunk, EF SSE ; ADR, 6, 273~276, 昭和 大 年 。 
S. Kézu, M. Masuda ; Sci. Rep. of Tohoku Imp. Univ. Ser, TI. III. 1. 33. 1926. 
2) Daly; Proc. Amer. Ac, Arts and Sci, Vol 34, No. 15, 425, 1899, 


ーー ニー 
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に 於 て 第 一 表 の 如く Dana 及び Hintze と Rosenbusch-Wilfing 及 Niggli 
と は ぇ 軸 と b 軸 の 取り 方 を 互 に 逆 に せる を 知る な る ベ べし, Winchell は その 

著 Elements of Optical Mineralogy CPS CHA RO BBERICT, アル 

ヵ リ を 含む 特別 の 確 物 を 除き て , HEMT D® (010) に 下行 する 如く 結 唱 軸 を 


A Op. pl. 


0.97020 3 I: 0.57097 
(Enstatite) 
O-07133 : 1: 0.97037 
(Hypersthene) 
097010: : 7 : 0:57097 

1:1-0308 : 0.5885 


Dana || Coro) 


(Bronzite) 
0:971320 : I: One 
£3 1.0295 : 0.5868 
( Mypersthene) 


Llintse 


了 o | O02 EC 0.5868 


Wiilfing | (25% FeO) || Cz00) 


| 1-0308 : 1: O-5885 | 

( Enstatite ) | 
Nigeli L-0319 3 I: 0.5872 
10295 : 1: 00-5868 


| | (zoo) 
| (Hypersthene) | 


BPEL ADM < BILD S b haMhO BED We LIME LI KO TRMELR 
EENRIG DRE A OWA 2 ZIM S SAE LIBEREC LBB EE, 

D< OMS BERD 従来 巳 む を 得 ざり し 方 法 な り と は 言 へ , 何等 本 質 的 
な ら さ ざる も の な る を 知る ぶし 。 HAOM < BATH RICBU S 2 Hh L b MD 
取 め 方 は 全く 任意 な る を 思 は ば , BREBOAL O UT 一 義 的 な る ROK 
可能 な る を 知る な ら べ し 。 HUME OBS LO UE SARS © BRIE 

T R. W. G. Wyckoff, H. E. Merwin 及び H. S. Washington は 粉末 法 に 


1) R. W. G. Myckoff, H, E. Merwin and H. S, Washington; Amer, J. Sci., 
Ser, Ve 10, 383~397, 1925. 
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kO CHE HBR RAB ROME IT ~ 0 0 B.Gossner fy F. Mussgnug 
($2 OMBRORA EA OW OE EEO Me HR FT B HD HOG triads Ie 
&O 
Enstatite (Norway) a=8.93A, 6=18.2A. c=5.12A 
Hypersthene( Bayer) P2884 b=18.23A, c= 5.20A 
と な し , Dana & Hintze EO THOMA a & ce F 1/2 億 せる 結 
RE KIVI 6 a, 

B. E. Warren 及び D. I. Modell は Enstatite の 結 唱 構造 を 研究 し て 
Diopside の (010) と Enstatite の (010) と の X 線 反射 の 類似 よめ 0 し て , 
Diopside 構造 より Enstatite 構造 や 導き 出し 

Hypersthene (Mt. Dore) a=18.204, b=8.864, c=5.204 
25 DRA Fe SA,  OBAAld 2.055 : 1: 0.587 と ょ なめ, P. Groth の 軸 卒 
1.0308 : 1: 0.5885 の a が 二 倍 され た る も の な る を 知る , Warren 及 Modell 
の 研究 を 見 る に 初め ょ め 偶 然 Nijggli 等 の 軸 の 絆 び 方 に 従 ひ て He IK 
ひ , D> る 問題 を 解決 する も の と し て は 余り に 忠 志 に Diopside 構造 基礎 
と し て Enstatite Dt pe SHY AORMBPBUd 
JVLBRILSSRRORE 

Warren 及 Modell Ope SBUAAFOKS & 0 MMAR HIS &O 

は Groth の 測 角 に よ る も の より めも 少し く 小 な る を 見 る , 叉 第 一 表 を 見 る に 
1LEMTOBMEI KO TOM THEOMBRORMILY SHA. RICH IS 
小笠 DRA I EO) TH SIA OS TECH 4 OWE BO THEM X (CE 
IK YZ 面 に 下行 な る 厚 さ 約 0.5 mm OREO, WEE aT 
る ク 21 リッ ラチ ヂ 管 球 よ り の 極め て 小 な る X 線 束 を この 結晶 板 に 垂直 に 党 で て 


1) B. Gossner and F. Mussgnug ; Z. Krist., 70, 234~248, 1929. 
2) B. E. Warren and D. I. Modell; Z. Krist., 75, 1~14, 1930. 
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Hr 
ome 
a 


0-O—0-90—Oo—9— ee o+—o. 


3 x | 
Tea 
Se tt 
sal be 3 Ie t | > 42 9 ira 
> ai . -0- } 
uae is a 
=e | ] $ Set = i ay —h=0 
1 Xe 7 | o— o- 1 Pe 
| 2 RE | 8 | Seer 
= [ ? $$ Te es $ a ト 6 
ee ; ? i aH ea 7 8 
eee 
an } Ty ailing = | 12 
= | f_¢__} 4410 | | +—+ Ih 


£0 1 2 3 4 
Ty SHE FT D COLO) THT IC HEIL IC X PRA ERA LL CHede oF Y = eo 
OP) =v YESS 
FULBRe Ltr.O, この 際 60K.V.,5m. A. KARI CARE 0 DD 
は Fedrow 42 hI2 3S T, HO Mi 2 ERIC BML LIB OM RAO, 簡 
WAC DRI KOT 結晶 の 傾斜 の 角度 を 知り て 之 を 正 し , YZ 面 の 正しき 
FURBO ZILA?) © VBR itil, 次 に 結 呈 構 造 の 解析 より 
明か な る 如く Y 軸 を 結晶 軸 ぇ と 選ぶ 理由 ちる を 以 つ て , それ に 従 つ て 面 指 
PewE O, COMMPMMHKOMRe 6 参照 せ 0。 ラ ウェ エ BHOBY 
flit — [GIL AN LW LK & ORB SHY Boat et OAR 
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置 を 用 ひ て 0.05 mm の 程度 の 精 度 を 以 つ て 測定 し て 90-35 mn と せる も , | 
Weal X BUMP ES SHLD, PUA Die One AMIE S  — 
BE OC, HEC HRBAS LEK OFA 6 ike NOC WL ERO RGAE R 
は 50.50 mm 4 4 #1220 6 

59 = BRC Mart SEEM (pq0) に a tan 式 を 用 ひ て , (510), 
(610), (810), (10,1,0) に つき て 求め た る a は 第 二 表 の 如く a=2.05877 ど な 
れ 0。 


第 = 表 
£9I0 a (010) : (pqgo) a | 
GIO Tn BBO 79:5/ oorrre ee, 672) £G-5! scen-n ses 2:0532 | 
OCN RN FT gl O25 2-00 nn 200529 | 
SLO ++ sr eee 14 24.0 -+r 2000s Noo OO oy ae | 
TOTOR OSs NS ie Soy TE BFF ncv0-+1 1 20542 


mean 20537 
c の 計算 に 用 ゆ べ き Oar) CMTS Fy SREB (012) の み を 得 た る を 以 
て これ を 用 る て c=1/qtana よめ 算出 すれ ば 
opr % (or): (opr) ¢ 
cS 102 B05? 00051879? 9Gcgf: os ence OesSO 
EPO, BB RET SG OAR US 
a:b 3¢ = 2.053721 + 0.5864 
と な れ 0。 
BU@BFORE 
SEA tinh O BMT O KS RET SBD AAO IHD 
三 つ の 0.3x0.4x3.0 mm 2% Shiite ete O TAKA Om Hh 22 HH tL 


1) S. Kozu and K.Takané; Sci. Rep. Tohoku Imp. Univ, Ser. III III, 3, pp, 
171~175, 1929. 


高根 勝利 ; DRO RAR, T.71, 昭和 四 年 . 
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CHO AE OF 30" 往 復 振動 法 を 行 へ 9 。 OINMOMI BE ICTS 
億 牽 に て 槍 す る に < 軸 を 含め る 微小 な る 双 品 様 の も の を 認め , X Mew ye 
が 小 な る 敷 本 の 線 に 分 れ て 好 結 果 を 得 ざ めし 場合 あり LIEL OMB kh 
る も の な らん か 。 THD ABIL T Cu- 敵 陰極 を 有する 管 球 を 用 ひたる 矯 
OBR PIL GALT OO. X Bet UT Hadding-Siegbahn 型 の 金属 磁 
oe BE 65 K.V.6m.A. に 働か し め た り め 。 CuMeik OD X#PORB SZ 
OD pial Hh (ARE TAS Be ST UL, POPP AAAS CR Ce LS SK film 
(the O , HBTS CLG Cte 00 EO ATSC HO Td 通常 の 解析 法 
に 従 ひ reciprocal lattice を 用 ひ , ROM ESIC BID (THIRD & O 7% 
100 と UT visual estimation に よれ 0。 SBACHRO SHBTIND layer 
line O)PRRER zero layer line (284 Choo), (oko), Cool) よめ 求め た 


WTAE F-OXK 3 (kt 
GIG. LOA 
= 8.84A 
be FiGA 


LBRO, COBMEALOAS & OMAR HSES 4 3 Dis 
A:b 36 = 2.054311 + 0.5871 

ERY, SIUSAMMEOMARN ICH CAMO Fo TORE ORE 
Ali é Et Oo SHIEATMA OIGHICH THE (hkl) は Rosenbusch- 
Wilfing 及 Nigggli D MiaBGH (CR OS 8OlK (2hkD) LTR, 
Dana 及 Hintze DBYBICRGS sO (2kTT) と 訂正 すさ べき なり 。 従 
QTKA AWE BPO 2S ESB O MBS Dana の System of 
Mineralogy QHift(cHE~ 42% WOT (hkD は (2KHV) の 如く 取扱 は ざる 
べから すず 。 

炊 に 選 等 の 資料 と 既知 資料 を よめ 次 式 に より て 周 位 格子 中 に 存在 する 結 


oo 4G th Bk 
Haat FO B22 KD Aro 
Fite ron 
Se 


ns PREP ICAEXED 3 HH ADF O BY 
p: 結 品 の 上 比重 
Ni アボ ガ が ドロ ョ ロー の 恒 敷 


4: 結 上 品 分 子 の 分 子 量 な り 。 

本 古 鉛 殊 石 の 成分 に 闘 し て は 電 津 教授 と 滞 野 己 上 の 研究 あ め 9。 そ の 結果 
15 FeSiO,,- 85 MgSiOs な る 古 銅 交 石 な ぁ こ と 明 な め , 之 よめ 分 子 量 を 計算 
する に 

M=0.15Fe+0.85Mg+ SIOs=I05.4 

と な る , MEAD BLO DH S & IO GH Otada He 

砂 中 よめ 選出 し て BRR KO CRE 19°C に て 直接 測定 せる も の は 
Coy! =3.3427 

£759, ZICAOWARIE KARE HES & Old 
ed =3.3374 

と な る 。 と を Winchell の 表示 し た FeSiOa 一 MgSiO。 RICH 2 LBM 
分 と HBORMLEO RKO, その (hws AK Ik OT 求む る 時 , 
15.5FeSiO。 84.5 Mg SiO, と な め り て よき 一 致 を 示せ り め 。 0=3:34 と し て ? ァ の 
値 を 計算 する に 


1) MEDIA, WEEE, Op. cit. SiIOg—55-37, Al,O3—=0-92, CrgOg=n. d. 
Fe yO 39-65, FeO=9.30, MgO==31-22, CaO=1-80, NagO==0-21, K 20= 
tr, HgO=1-32, TiOg—tr.. MnO=0-15 ょ より 15 FeSiOg. 85 MgSiOg と な 
Vo 

2) Winchell, Elements of Optical Mineralogy II. 177, New York, 1927. 
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= —24 23 
18.16 x 8.84 X5-T9X IO  X 3:34 6.06 x Io 
105.4 [ae ed 3 


と な の て , TEBE O REDLAS FP IS SHBG oP ¥- CMg. Fe) SiD。 の 16 が 存 
在 す る こと を 示せ め り 。 こ の 敷 字 を 見 る に , HR 6 BSR LO, MILT 

に 用 ひたる 宣 肉 値 が 割合 に 注意 深く 決定 され た る こと を 物語 る る も の と 言 
ふ べ し 。 

{LBL HED ABR Zo O IRIS ORS Sb OL UTHBLIOAF 
上 比 に 換算 し AIAIO sg, FeFeO。 等 は (Mg, Fe) SiOg を 置換 する も の と し て 
計算 す AMATI & UT SiO。 に 0:017 の 不足 生じ て , 81.8 MgSiOg, 3.3 — 
CaSiO。, 13.8 FeSiO。 0.9 AIAIO3, 0.4 FeFeO, と な め り そ の 人 分子量 を 計算 す 
る 時 M=105.44 と な ぁ る, この 敷 字 を 用 ひ て n を 計算 する も 16 に 極めて 近 
き 敷 を 得 べ し 。( 木 完 ) 


= 16.00 


Fe HA HEX 


PLV EF YD ERF 9 -AOXLHAOR REAR 
ee) ee ee eS 訪 


板 チ タン 石 (Brookite, TiO.) AR HARICB UL, EADROGILG 
(Rutile) - ROPE (Anatase) と は 同質 異 像 の PR ERT Blk AIT 
BeOMAN RO LOH Is ERO BAI EO THUS BIET OO 
Ate 63, HOCH 6 WURICBS OME t RIBS OM Lit 互 に AM OTL 
ELBA SD DFE LE & DUE < AG B » M7 Oo 

この 性 質 は 1883 年 v. Zepharovich OWEBRIA kO TH <S AOMS 
所 と な れ め 0。 然 れ ど も 党 時 に 於 て は 其 測定 の 設備 現代 と 比 す べく も あら ず 
候 め に 其 結果 る 充分 精密 な る を 得 ざ る は 止む を 得 ざ る な り 。 
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第 ー fe Aish 191446 ev 
TYIFRKBICAS 
る 時 , Tale の Wee 
2b2 W. J. Lewis 

k% Wales, _Tore- 
madoc FE AS BR ©) — 
Wyre BES treks 
直 に 光 軸 角 の 分 散 現 
象 ゃ 測定 せり 。 そ の 結果 は 長く 備 旗 に LAR BRORED O UD, Hie 
su CRASS CL SEO. 

AABAK ES SHAKE von Rath OAMUWO & OMS CHT J Ave 
(第 一 園 AD に 酷似 すれ どる も, eZ 2S S BK 2 BU oc MAIC A HY ID 2 
A |b MNS AY CHD BT A aL AY ST (SME DNE 0-5 [2+ 21 DSO 
7.9. tiAnldie he 2 RS S b SHRP RT tus Bl] B に 示す が 
WN < BERETS D SA eS し 其 色 均一 な ら ず 。 

ASH O DRE IRS TB—-KILA LA DMS 8 種 の 光波 を 用 る ゐ 光 輌 角 
を 測定 せめ 。 測定 の 場合 に 千沙 像 を 明瞭 な らし むる 色 め 結晶 は 液 骨 中 に 湯 

B — R 


Change in the optic axtal angle of Brookite for 
different rays. 


i tn pepe LO Pein i IN CS Le!’ Ceal.) 
50865 a fame sit 212 52"5 came i MMAR ta 
5. ay ee ZO os: (8 COO | sSia\eloralelahicisiare 
GAS er Oo Fa) 09 o o” 
Ce eee 9 20:7 REO & $9 30 
589 a 19 56:7 PROD a OC Hey OO 
OLOv eee cathe 22 JZ rvrecseccacs 22 34 oO 
644 26 58:9 ne 27 2 20 
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I. 波長 約 520 pp Hi = 2 コル 錯 の 振動 面 と 45°, Fe Hl AT COLO) 1 ABA FG 
2+ 波長 約 545 be, HMMA = > 7 Heo BHT & 45°, 
3. 波長 約 589 be, Hetil = 3 1 Heo NTA & 45°, 光 軸 面 (001) に 下行 
4 白色 光線 光 軸 面 = コ を 雛 の 振動 面 と 459。 
5 波長 約 545 pk, Hetil = 3 コル を 欠 の 振動 面 と 下行 , 
6. 白色 光線 >: 光 買 面 = コ を 錯 の 振動 面 と 下行 。 
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せる を 以 て , これ に て 得 た る 測定 値 LAOS eA O TBAB TH 
害し 得る 値 上 E に 換算 し て 第 一 表 に 示せ め 。 こ の 結果 を 園 示す れ ば 第 二岡 に 


上 6 の I 
第 二岡 に 見 る が 如く 本 確 は 波長 548 un に て 光 軸 角 は 雰 度 と な め , 基 れ よ 
第 = 9 め 短 き 時 は 光 軸 面 は (010) 


面 に 下行 し , 長き 時 は (001) 
(CATS oh CES: 
RRS AG I SRE Z BS 
結 量 軸 ぇ と 下行 する を 以 て 
光 軸 面 は ぇ 軸 に 洪 ふ て 90° 
如 縛 せる 開 係 を 示す 。 

ASWENE DY § OA S He BYE 
HeAT S%UTS (100) 

sine 面 に 下行 の 薄 片 を 作り , sk 

BRITCAR Ze LC BEBE CE SS 時 は 第 三 周 に 示す が 如く , 若 し 叶 光 線 
を 用 る て 其 波長 を 頃 化 すれ ば 12,3 及び 5 の 如く , 白色 光線 を 使用 する 時 は 
及び に 見 る が 如 し 。 

第 二岡 に x 印 を 附 せ る は v. Zepharovich の Pregratten CTirol) 産 の 板 
チタ タン 石 に 就き て 測定 せる 結果 な め 。 筆者 の 測定 の 結果 と 比較 し て 稽 々 基 
値 の 異な る ぁ は 測定 上 の 誤差 に 加 ふ る に , MP ANT ASHE A SB Fe の 量 に 
め り て も 娠 化す る は 参 へ 得 ら る ゝ 所 な め 。 

光 軸 角 分 英 に 開 す る 一 般 式 は 相 小 に 複雑 な れ ど も , これ を 簡約 すれ ば 

Sin® EB = AL = 


Half optic axial angle (E) 


を 以 て 表 は し 得 べ し 。 今 波長 548 ux よめ 671 pp &ECORBWE O A 及 
O B の 値 を 最小 二乗 法 に よめ 0 て 算出 する 時 は 


wR mK WIG) 


tho CREO EOMPTMS ASEH WE (HOA LOK UCHB 
fet ¢ fie CHT %HSZSLS 
ASTD OD ASFNE HEM SB (LHD CHIE SDM S$, RDO 知れ る HHA Take 
BUBE b ORU et % PE Se SG RREO ATSB EEO BOS Aw O. lABLD 
HW AES ATE 5 4E ASO 491 頁 に 掲げ た る 附 岡 を 見 る に , CAA Bee 
造 等 は 明か に 板 チ タ > 右 の 特徴 あせ 0 の , 叉 光 軸 角 の 光波 CES BRE 
6 定性 的 に 党 蘭 せら れ 本 確 の 異常 任 を 明示 せり 0。 


Lee 


i FA ih OK @ 4E Be OBE CD) 
mes: fy Me 純一 


VEGI LKOPEMNCIS TC, 果して bikOM SHWRODAT Larise 6POD 問題 
BUT, カム UTM 4 4 FO OREO NS 7 4 > PEDIC AK 
Wi, 4%: —Tl 222 tet DOs 300 WER 22GB Lic Sb, TRACTS UR Re 
% FAIS OBEY) RIBS So Wb 7k 1 77 beep CARE 6 DR Ze IO 
位 に て 示せ ば 次 の 如 し 。 

CO, 0.0308 Cl 0.0015 SOx 0.0017 

RAIACKGRWO TS be7 + — PUGH TS, 産 額 の 低減 せる 
油井 の 産油 量 を 同 復 する 一 方 法 と し て , 所 調 flooding method が 行 は れ , BH 
一 井 中 に 当 出 す る 高 礎 地 下水 を 閉 挫 し , を を 油 居 を 通じ て 除 近 油井 に 逆流 
せ し む る 例 あ 9, 注入 地下 水 が 淡 水 に し て , 且つ その 途中 遂 過す る 油層 中 に 
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a Th RB 


4 L Sida SUS 45 Fis 
井 よ め 石 油 と 共に 


IE 居 の 存 fE aay る 場合 に も 


を 明示 する も の と 云 ふ を 得 可 Be "BS FRI 


EUS HEP aid, it 


Se lciok £% OT 周 園 の 沿 
Ce ae られ , Wik & AiO BMAD 密接 な る 


ARS が 如く 最初 殆 ん と Ik 


『 を 通過 する 路 離 の 増大 する に 件 ふ て nS Ze Se 


了解 する を 得 可 し 。 
5 yy OMB HEIR EY OE 離 ee 
TI : 
gr/ton see saa 海 水 
ao 地下 水原 水 90 are re 809 
Ca 68 38 73) 548 686 452 8422 | 13,260 | 420 
Mg Lee UREA: 59 106 E60 N49 | 1,300 
Na \ 8 60° 7 1,865: 23903) 46152 21sb 10s RUA 
K lf |) Sssteee) Sesere cream | eawens | 650 | 390 
CO 0 2 70 
HCO 3) 234 185 230 481 559 392, VA [i verse | = sewers 
SOx | 28-218! 228) - 1,039) 19/70 4G 15 | 730 2,700 
Cl | 14 18, 17| 2,200 3,125 7,140 cones 77,340 | 19,410 
Br Ran ANE eC AO, | ODO. ooatine SO 
I emer rns cata: oll aemiebnate WG ot: 2 OR oc@ hie LO We seas 
Ee aS ae | = 
at | 865 369 369. 5,692 8,569 14,087 83,280 | 126,200 35,000 


Pad: Lae Flood water of Bradfood oa and relation to oil 
production, Oil and Gas Journ. Feb. 23, 1928. 

WORM < , 800 PROM VIB SAAD Ba id, [al HAHA ik 
の 組成 に 近似 する に 至る も の な のり 。 

Wi 2k OD re FR (Ze 生物 よめ ARS ED RHI IK HE 容易 に 了解 し Bay 
(, BF AICEWS OMMU AKL, その 分 解 に よ つ て 生じ た る 可 溶 成分 と 
の 比 草 に 開 係 する も の な り 。 即 ち 水 の 大 部 は 比較 的 初期 の 生成 に 係 は 9, 其 
く し て 最初 に 生成 せる 賊 水 の 濃 度 は 最も 小 な る も の と 推 室 し 得 可 し 。 BL 


1) es, PG: 


Soda process for petroleum recovery. Oil and Gas Journ. 
1927; Some geological sequences of the selective adsorption ; Econ, Geol. ; 
1928, 


vr) 1 a a 
© TS Me ep a ae 


Wt Fe KE ae ies 


クー 及び セ プ チ ュ ラ 油田 (Runcu, Captura, Roumania) Os PHEE RARE 
於 ける 農水 が , 下方 に 至る 程 賊 度 を 増加 する は 上 の 推定 を 譜 示 する も の な 
OPTS, WL we FAO MACH SP RES OT SS [PE te oA 
あり 9 り 。 ミ モレ = 等 に 於 ける が 如き メオ チッ ク 選 最上 部 の 賊 水 の 濃度 の 犬 な る 
は , 特に 後 レ ダァ ンチ > 期 迄 織 績 せる SRE kD 後 成 的 追加 の 行 
は れ た る も の な る を 示す 。 痕 遊 生 物 の 分解 に 語り , その 生成 水 と 可溶性 分 
RED & OM ED AMO LILI BLT DS DOPIEIS, ARIS Ze WIE 
する も の な の め 。 

KAKO AEE IL, その 物質 の 可 溶 度 が EO FS 増加 する 場合 に は 大 

こし て , 然 5 ら ざる 場合 に は 小 な る ぁ る を以て , 例 へ ば 食 臣 水 と 骨 炭 末 を 振 湯 すれ 
ば , RAN EO CKO RE (LIGA ST BY し 。 確 床 に 於 ける HELD WE 
(HST &, OG 6 RE ARRAY BID LORAR L- 

hee OES TS CARES KO CR LIBR Lo TRACTED IIE & 
DBS D tik (h, EA RMO Ae T SOARES, ZI KOT 
BAAS SI BSBA Oo MIC COMME S 問題 も , 地域 的 影響 と し て BP 
朋 し 得 可 し 。 

Ut AIL COBO Ep, 地表 ょ よめ の 肖 延 水 に 遭遇 する 事 あ る 可 し 。 例 へ 
ば 地下 の 循 載 水 , 又は 溢水 誠に 遂 止 せる 地下 水 訂 等 に 油層 水 が 移 動 し , BIE 
WH AKO, BES SF OBR MDE 2 HATS SD LIRIAS る 浸 僕 に よめ り て, 天水 
& OBE Ze SLO BA DR Lot ORR L UTIL HOM IT LEIS RE ie L, 
RK € her & OPED 2k HAT SIT ARISE 6S. MEK AR DE 
THD & Beli UCI HEA eS 6 ADRs, その 硫酸 根 は 多少 痕跡 的 と な り の , PF 
調 同 化 水 , 或 は 徹 清 化 水 Cverdauten Tagwasser) BYAES RT Lo KORN MRA 
酸 , アル ヵ リ に 調 す る 忠 素 欠 量 等 の 天水 の 特徴 が 著 し き 場合 に は , Ze 
油層 水 CVerderben Olwasser) & ATH S 7% Oo ATEMD HS, WARE 
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Lele k RO pee xk BARRE O Helo Es, FATA SOME 75 
b BATS O 6 

AiR BBA 8 EZ ik te RIE BB ESE, 少く と も ルー マニ = アァ に 
PTS, TORD jae HO AMEE SDM Lo VRE ES tr 得 可 き 水 
Hee } FIR I Sts, 水量 が 油 量 の 敷 億 に 達する は BAGEb UL EME, 
Blumer OSM, GIOHA LIBS ZILTORRD, ki KOT HAY 
BS>Z OCIS S PARIS ROKKD BE LTR 3 4 HU 
BOP, PRICK L A (pelite) (2) A WR IKES Ic SPA RIERS HY ¢ 
常に 含水 する は 純夏 層 の 厚 き も の に し て , 未だ 懇 固 作用 を 受け ざる も の に 
限ら る ゝ も の な り め り 。 Vr AIM OM, 交錯 層 , 又は 泥 旅 岩 化 せる 砂 双 は 
PHRMA ke SHUT, ルー マ = ア 油田 に て は ee Bees Sw 
jt, LSM t AST SPO A BAS ke RESS EOA OY clk 
BRS 7e BBG tL UD CRE Tad, 概して 乾き た る 地層 の 多き を 知り 得 可 し 。 

要する に 油田 の 峡 水 は 石油 生成 の 副産物 に し て , ERO 可溶性 を 溶解 
し 矢 淫 遊 生物 に 於 ける 特殊 成分 の 集中 作用 と , 湊 青物 の 二 元 作用 と の 結果 , 
海水 と 成分 を 異 に する に BRMSEOEO, FORE O Waris, ls 同時 に 
AMEDD SAK O bARRAN (, 2% BED LABS & 不都合 を 
IRS ABI DAA Lo 

以上 は Krejci-Graf 2° 2 0) Grundfragen der Oelgeologie( 1930, Brenn- 
stoff Geologie) (HST, A UNMEA OA EC ERA LU Tilt te A BEMHS UT 
< Oa P BEA FER OWE FIL, £ OPROPEBE IR HET Ik 評者 の 見 解 
と 数 する も の 多 し 。 

4 UA UNDA SPE KS BEY Tk, 評者 の 見 解 は 米 國 に 行 は る ゝ 所 測 
Connate FEL HO, ケラ ラフ の 副産物 訟 と も 全く 一 致す る 事 な く , 雨 者 の 中 
間 に あ る も の な り 。 MoMA OMI. ¢ MMIEE OL BHARO MRE, 
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池田 峰 水 は 砂 居 に 保存 され た る 往時 の 海水 に は IES Sb, 砂 居 の 水 が HK 
の 織 療 作用 に よ ょ つて 其 大 部 が 失 は れ , 或 は 天水 の BRIBE < BIL 及び た る 
RB, 泥岩 中 に 含有 され た る PH RD Ail & 共に 砂 居 等 の 多孔 訂 に 移動 す 

に 至れ る も の な のり 。 泥岩 は 砂岩 に 比 し て 床 力 に よる 容積 の 縮小 度 姜 大 な 
る は 周知 に 属し , その 最初 の 容積 の 30~40 錠 に 至る は 極め て 蘭 通 に し て , Th 
& COBO Hi (ART ROU OMB (CK OTHE SS EDO S BAC 
WAVE DO AGILE T, HEINE KOTRIN FORM HINT SBC IA 
Ie AY OFLU DIR S 2c S 水分 が , VER K OWES WAERIK ROT 
BER SS» (SBROMREO LG, 

更に 石油 確率 の 賊 水 は , FORMER OS OIL BUKIO ELKO, TOR 
純 な る 化石 水 に 非 ら ず し て , 右 油 生成 の 機巧 と 窓 接 な 半 係 を 有 す 可 き は , BE 
VASO AIPAC ES Te BHM, この 意味 に 於 て は 虐 水 は 石油 生成 の 副産物 
な る を 承認 し 得 可 きも る も, その 水 が GE LMHS 根 原 や 有 す と な す グ ダラ フッ の 
主張 に 詩 し て は , HEORMA SLRS S EOI, 

凡そ 学 遊 生物 た る と 他 種 の 海 生 物 た る と を 問 は ず , TOLD 有機 物 
の 外 に 巨 量 の 水分 と 多少 の 万 類 を る ROM Rime Sb, CDK Ew 
FED BH DEA OW K 22 HES SEO ERIE IS, ZED Ail HE te 
SY ACFE bS CHB PILPG SS Be RES SN GOS. AMARC 
PTS DAN SH Ge7re IE LIES OAT 6F, 評者 等 の 海底 泥 土 の 研究 に 
KH}, 既に 生物 角 の 分 解 は 海水 中 に て 開始 され , VEL ITIL SORE BD 
Mar, 例 へ ば 有 贈 肪 物 を 主 と す る 有機 物 ( ア ルカ ヵ リ 及び 王 金 属 元素 を 含む ) 等 
BRASH! s (LBS O, KAA, BAKED GSE 可 成 り の 程度 に 分 解 し , 従 
つて その 水分 は 既に 大 部 を 遊 梶 し 終 れ る を 示す も の な り 。 

UE Ps & inc REG & OC) ICME NS AT Ik, AEM OA UM BLE 8 WIRE TS & SLE 
WAFERS BSED > WS , MOTB RIK T WAN 6S» 42 v dupe 
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BE OIL HE 25 HH し て , <OnAEHE Bes ORI BSS MrE’COR 
REIL BM O OMAP UT, ABI BRE TLS > EOLGAM ST 原油 
& fiche ¢ ORK, PA ORR れ ば 一 般 に 放熱 的 に し て , その 極端 な 
% PALER I & Bk OBS (= AWE BD Gtr, その 放熱 現象 は HERA 
US UT, 硫酸 と 水 の 混 和 の 際 と 同様 な り 。 上 且つ 原油 は ft O FF FEI HS 
TA EPUBAR E70 HS, PAS 著しく 河 重 と な る 。 何れ に し て も 


原油 と 硫酸 忠 と は 容易 に 反 應 し , 一 方 に 於 て 上 賊 水 の 硫 酸 物 を WR OT HERD 


を 増加 する と 同時 に , TOWRA EME VLU SZLOKOS AWAKE KO 
る 油 質 の 綱 化 の 主要 原因 は , PEA DEAR EGR LARA SANS , RIC AFIO) An 
KI OL SBS IL, 硫酸 忠 に 含む 地表 よめ り の 淫乱 水 が MERA BAS 
る 機 倉 多く , CORK MAI, 即ち 同化 さる ゝ と & と 同時に, Cee 
PH AD LOL, その 寅 際 の 産 基 は よく この 見 解 と 一 致す る も の な り の 。 

WO AN S HeMBHEO ALIS, 確 床 に 於 ける 源 青 物 と の BEMBIK PTH AOA 
な ら す , EITHER S089 FY TAMIA T BES » Bld, BS OB 
者 に 依 て 認め ら る ゝ 所 な め 。 Kris, MOMS 消化 海水 が Ae Pc 
係 有 され た る も の な のり と 主張 する も , そ の 堆積 相 に 於 て TEKIN SD WH 
Old, BAR BVHEED ICRC, この 種 の 硫酸 幡 消化 が 行 は る ゝ 事 は 党 然 な 
る 可 し 。 グ ラフ が 5 引用 せる 評者 等 の BEMRDOILICMT, 水底 よめ 5 米 
の 深度 に 至る 迄 , CORN HU PA MOV LAN BAH SZ HD, その 


SCOTCH BVA, RLORRM RE, 及び 吸着 水 の 可 溶性 に 


ょ つて 廃 明 する を 得 可 く , グラ フ の 云 ふ 如き 残留 有機 物 の 分 解 に よる 臣 類 
増加 も 起り 得 可 き 可 能 性 は 無き に あら ざれ ども , な は ER HR LOLT 
は ざる 可 ら ず 。 11 MMO AFOMKO MM S lk, 明か に 海水 の 成分 に 支配 
CAN SHE) さる ゝ 例 あ る が 故に , FF 7IORAMST vy Y Bae 


1) 本 誌 , 5 AB SS — HK 


4} 
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BIG Ae REP (ERY Erp > る 可能 性 は 認め 得 可 く , SHO IH 
DS Aa WOK NS > OE He WS BS 推定 に 困難 な ら ざ れ ど も, EKO 
BF DANK ARS 6 O 主張 は , BRR OMRIK BLS LORY > Belle 
BVELO PIL, 寧ろ 評者 の 生成 訟 を 支持 する も の な め り と 云 ふ を 得 可 し 。 
最後 に 注意 す 可 き は , ゲラ フラ の 所 調 内 部 乾燥 に よ つ て BID tk Bie 
せら る と 笑 す る 見 和解 な り 。 本 邦 の 如き 多 水 な る 石油 確 床 に 於 て る も, PEE 
以上 に 達 す れ ば , PAH rk Hs OA SILI UT, He, 砂岩 共に ZO 
ASR OS BIRCH G S S A IRAERAC ICL, LS BARKS Ske RTS 
DIE} PINUS PANO ¥ 7 ee OR SILAS 6 HES SIE RIBIS し て , 水 に 
HS RUF B 57MM AEM L, BEE LOPE HES 54 D2 0 6 
Me x7 (SH-H.O OR NKS3, +HO は 甚だ 著しく , PY 6.5~7.5 
PALES o FRA AER OM S RAE SAAB ICEST SA, ZOD—-HLO が 
5~6%67s BIBL, +H20 (d 8~4 SF ALOMBET, その 他 一 般 油田 の 
頁岩 は +H.O OF LOv7HHRMETAZ6OR Oo ZHICLOTHHE, 
PIFORSHMS, CA LT S 卓 質 物 が 水 化 作用 を 受け て 爵 化 
(gelification) する 傾向 の 著 し き も の ある を 砲 ぜ し む 。 昌 に 本 邦 油 田 に 多き 
ERE BRU 6 DIR 4 DS, PK IS SERIES KOT PRRAE | SOIC AR PE 
に 類する も の を 生 ず AZOPARL, PIAH OAK SS, IEKARAO Ae 
も 多く , Paraffin dirt, 及び Bentonite KO —Mid ZA t ERK B EIB 
Fo PN (KPTMETS 4 i FAIRER DO +H,O は る 3 5% Bie TSI, その 
地下 深層 に あつ て その RAMA Sb 何等 外 観 上 の 幼 化 を 促 ふ 事 な ¢, 
に 全般 と し て 腹 化 せる も の は 6~12 % (LET AO: O. MOMS, 細 粒 
堆積 賑 中 の 上 唱 質 物 , 及び 火山 性 確 務 等 の 成分 が 爵 化 作用 を 受け び , 7K SP Ze Beall 
消費 する 現象 は 問 問 の 余 務 な じ と 云 は ざる 可 ら すず 。 内 その 水 化 作用 に 供 せ 
られ た る 水分 は , BLES FIOLGAMSRH EO ORK, BM 51GA Kl- 


1388) a Fi Hi i KK SB 


FAST SCH PARMA UT, BERIT EOT bTlanesA ¢, BT Ale 
必要 な る 一 條 件 は その 地下 の 溢水 (Stagnant) な る を 要する の み 。 

要する に 油田 の 岩層 に 於 て は , 所 調 乾燥 短 態 に ある も の 多く , その 原因 は 
ie, 火山 性 硝子 の 水 化 作用 に 謗 し 得 可 きも , 夷 の 如き 作用 は 極め て 除 々 
に 進行 する も の に し て , 必 し も 所 調 化 石 水 の み が ! 之 を 供給 せる も の と は 断 
定 し 得 ず 。 

BIER S of Sek, 細 粒 堆 積 岩 の 組 成 は , 常に 環 の 如き 唱 質 物 双 は 火山 尾 
硝子 に よる も の に 非 ず し て , 一 般 的 に は 最初 より の FUAKA I BS ZOE 
MIP WMT OBB Oo MOM & FOUTS HER ORE EIA OME IC CE 
O, aPa O Pra IBLE IA (degelification) を 受け , 却 つ て 腹水 する に 至る も の 
・ な り 。 MUTLOMAEAIS LikO k(t (Hydration) 作用 と 互 に 矛盾 す 
る の 観 あ る も , HS CORRWOMEC LALO UT, I -AME POSE 
腹 費 成分 は 脇 化 作用 を 受 く る と 同時 に , S OBA MSF is IRE 2 5S, K 

に 均質 化す る に 至る も の に し て , 評者 の 所 調 均 質 化 作用 に 属し , ACEO 
生成 機巧 中 , 重要 な る 部 分 を 成す も の な の 。 

TA UC EstOM AR ROAM TESA IE, 同一 地層 中 に 於 て も 起 め , 相互 密接 な 
る 開 係 に ある が 融 に , —T IA TRAST KE OD HHI KOT 補 は る 
ゝ も の に し て , IRBMEIAIC OCHRE 3 tut SKS D, 朋 化 作用 に 使用 さる 
ゝ も の と 見 余す を 安 洛 と し , グラ フラ の 主張 する 如く , 砂 岩 中 に 保 習 され た る 
{LB IKIS ZERUD Be WHS MELHOR BETIS, Bee EET He 
する 事 あ る 可 Lo 
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2298, AINA RETRO deforma- 
tion (SRETOBER Osborn, F. F 
Adams, ba Os 

著者 の 一 人 Adams gi} 
年 に 行 ひ た る 
rock _flowage © ‘Be ir ic BAIA Lc, 著者 等 は 


eC 1897 ~1910 


る differential pressure |c k 3 


FRE OVAL 7 BL, 硬度 の 比較 | 


AX DERM L IC Oe Thao HERE 


FPO, PURO BPE IBRD & AR, BBR L 
meDE LD 

| 2500, Baddeleyite 
る | 2331 28R 


CHE LIE SIC, HMB MN き 軟 か きも 
Did, > MAAS BBC PB soft 
rock (alabaster, marble) の 場合 に 於 け 
ash < gneissic structure を 時 し, gliding 
及 twinning! を 生じ , 磁 硫 鐵 硫 の 如き 堅 き 
も の は , そ の grain OJAI IPPREX bdr 
て , そ の flowage ORILM BAAS K 
Koic We S hard rocks (granite, diabase) 
の 場合 に 相 営 す 。 Ti LC OD RM Fetes 
By A AT he SHRI IC HE * SUS 
と ろ な リ 。 (Econ. Geol., 26, 884~893, 
1931). Cp By) 

2299, MFIXKS RBS UORAGE 
Barthy a, Bee WwW" 

WHO RAM Efe Y C= 7 2 a Hee 
KRCEZEIMNAL, FO KAA & 
Fedrow stage &AVS 3 Fi RAGBElc CB 

HEV 6 WERE ANPAD SAE S HEH HH US 

sii に 減少 し , 水 長石 の 場合 に 於 て 


は 61? より 30° CHRIS ic, 1000° KH 
て 400 BETA & Bet 0, BAL ORBAN LE 
五 の 成分 に 開 係 し , 一 般 に 長石 が 加里 に 
富 め ば MU REMEK Lt Sb. MC OY 
NCS CHELAN  indicatrix D (ir tee Va RE 
US MR A OKBYE (t, UO hl & 
ERIE IC GEV CIs BER, ME RBAK YR 
電化 そ ず 。 草 長石 及び 灰 草 長石 は 加熱 に 
依り 光 軸 角 を 少し く 載 加 す る 以外 に 他 の 
ME BRN TIL, BRB RCE 光 


| £844) indicatrix D fir fe DLO iE D PEF} BO 


Bite bb SZ, Perthites を 1000°C 
Jas frig, Diffusion が 起り , BEA RU 


Ii LSE Al © Hef Ty |< Anorthoclase $83 > 。 
(Norsk. Geol. Tid. 12, 57~72, 1931). 


FAB ZANE 


2301, AAV YVOMATHAR AHH233228 

FR o 

2302, BBODIAITII RET MHA OBE 

AS HH 2342 参照 。 

2303, FER ALTER. 
RO EWM IC BEC BEY Vg 

=F A SR it As IM ARE A Ta 
Nill AE CANS 

pA i ED Wak I AB eA Tb Ga 

Ja 55 FOR Sar aE He PAG EA A TT BS AT) 

TEA St BE YL BARE AA TD et Sad 

Wik Fai Sit aE SL PARE AAC UT at Sd 

wz Bh PE EAE I AAC Td Ft Sl) 

JE IS 7 SBF ES A IN AT TT Ed 

BEART So EA a AS T_T 

Pp EL Ta Shin FE SU Ne AG TI A TT PR 


140.49) ip 


He PT Ti Sr BE SUD eA IN ARS DT aa 
PA BE Me dC a TAG ST Te 1 5 
重 品 石 依 品 < 新 産 地 う 威 南 端 川 郡 北斗 日 面 
i GMM aos AS UGK ユー18, 
1931.) CRF) 
9304, Ontario ji] Parry Sound # 
Uraninite O{EBR Ellsworth, 
Eee Viz 

Ontario }\j Parry Sound の ペグ ダマ タイ ト 
中 の Uraninite を 分 析 せ る に 次 の 如き 結 
果 を 得 た リ 。( 主 要 成 分 の み ) PbO 8.66, 
U30g 80-51, PhOg 1-78, (Ce, La, Dido 
031-47, (Yt, Er)203 1-48, CaO 2-69, 
Si091-36(Am. Min. 16, 576~579,1931.) 
Chee 
9305, Manitoba # Uraninite の 化 
peop De Lury, J. S., Ellsworth, H. V. 

S. E. Manitoba Winnipeg River 
Area |CBR ¢ #23 S Pegmatite tpicHic 
2 EMV, TOLERDAO 
£214 PbO 16-63, U,0g 63-08 ThO。 
1418 に し て , Pb & Th の 量 多 き は 注意 
すさ べし 。(<Am. Min. 16, 563~575,1931). 
CEB I 
2306, Utah # Sulvanite Deeg 
Schempp. C. A., Schaller. W. T. 

Australia jc Chex CHES Bh, LE 
Argentina, Siberia に て それ らし きる も の 
SBR SRE SM EME HOF VL 
Sulvanite が 今回 Utah @Mercur (cc 
見 せら ちら れ た り 。 相 應 に 大 な る 結 上 品 も あり 
CT, CAE MHRA US HR DRE 
な リ し も, 立方 品 系 の も の な る と と WiC 
ZA Vg 成分 は Cu50-0, V 14-5, S 30-0 


Uraninite 


に た に じ て ほ で CusVS, ICA. (Am. 
Min. 16, 557~562, 1931.)C 渡 邊 新 〕 
2307, 和 失 唱 石 君 の 結晶 構造 に つき て | 
Machatschki, F., | 
Spinell FEO XE HAZE IC BA LC, HEAR 
ik SERRE RECO 1F YE 
FAME e are T SHEARONM LS 


|Mg-O | ALO 


E. Niggli 


(e) 
2-86A 
2-65 
So.86 
| 3-07 


V. M, Goldschmidt 33 @¢ Bie AJ IC 2 Te 1 
34 Y ABEL DBS AEMg-O=2-10A 
ee Mg is 6 Oi cCHen, 40K cs 
ZX HE, Mg-O は 1.93~1.99 A な 5 | 
60 に て 園 ま る ゝ Al は ALO ミ 189A =| 
tt So Spinell 中 の Mg は 40,Al は 6O 
(OC bE au AF ARBRE © A SE O Hi BE 
他 の 結 品 に た 於 ける 事 辻 と 一 致 を ざる 所 あ 
DICER (aE AF PEO Bk DBP 
末法 に より て こと の HRSA VS u= 
0-375 a, u=0-384a, u=0-390a な る 三 つ っ 
OMG FEEL, その RHO HR 
LPO & & MR SCF AL te BRE 
果 を 得る に 至ら ざり きる,0:390 た 非常 に 
近似 な る を 知り その 際 に Mg-O=1.96A, 
Al-O=1.91, 0-O=2-52A, と な れ り 。 
Spinell 型 の 他 の 結晶 Mg2TiO』, Ags 
MoO4 SICH clk u=0:375 が 可能 な る 
も の * 如 し 。 CZ. Krist., 80, 416~427, 
1931.)〔 高 根 〕 ~ 
2308 ABAOBFIERIICST 


W. H, Bragg 1-75 |2.02A 


| S. Nishikawa 1-88 | 1.95 


apres eic 


co 
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Clark, G. L. Ally, A. Badger, A. E. 
Rie RRO, を 人 工 的 に 合成 し 

COMPARE LY REP BES BPE L, 

それ ょ より Pp ニ ーー の 式 た に た ょ り て その 比 


重 を 測定 せり 。 之 を 一 表 と せ そば 


jx ci og p 


4.615 
| | 


3-548 


8-062 


4392 


MnAl204 | 8-271) 4-031 


ZnCr yO 4. 5-393 


| 8305 4.429 


MgCr 204 


FeCr,04 | 8-344) 5-085) 


MnCr204 | 8-436 4.900) ¢ 


ZnFe 204 


| MgFe,04 


FeFeoO, | 8-374, 


MnFe 504 5-029) 


(Amer. J. Sci. 22, 539,1931.9( 高 根 〕 
0309, アル ミ 7 HABEO Al OB 
Hey, J. S. Taylor, W. H. 

Sillimanite 及 Andalusite の 結 品 構造 を 
再 吟 味 し て AlSIOs の 三 型 中 に 汰 け る 
Al BUMS 4,5 或 は 6 な る を 知れ り 。 


Cyaniterp に て は Al は 60 に て 園 ま れ て 
BLE MAAR EES, と の 場合 の AI-O 
=19A な り 。Sillimanite (<-C (Q-PRLO 
Al (LIEPUTA PRRE IC Ah > AP BE 正人 面体 
群 を な し , そ の 四面 体 は SIOg の も の よ 
DL MDE U4 ii tkip o Al DALO 
LTA HY, Co 4d SLOMLEAE 
る SiO, と AIO4』 と が 置換 し 得る 事 党 を 
想起 し て 面白 し 。Andalusite は Sillimanite 
HAWS HEL BBO AlO4g は AlO 5 に 
CmiA Le OM OIANIKC BD oD Bit 
ある を 異 れ り と な す の み 。 co SMA 
の Al-O は 少し は 小 な る が 如き も 1.9A & 
リ 小 な る こと を 確 質 に は 決定 する を 得 ざ 
x (CZ. Krist., 80, 428~441; 1981.) 
CAL) 


BAARAUS 


2310) HEH BIERO KOBBE Goran- 
son, R. W. 

gig ix bomb Pec FFU, KARO (ee 
Seis (i fy ERED IC PL 温度 は 白金 
PLP PRA It CO ぅ OIBREK RNAV, H 
It — AKO BG Ic 達する に は 2 一 4 時 間 
に て 充分 な りき 。 湿度 を 急激 に 下げ , B 
RAI YAW ZK ORL, RIC HRS 
量 減 を 以 て を り 。 REO TE hed eo Ht 
Stone Mountain {é By 4 © KARRIC TK OU ETE 
V5 900°C の 室温 に て は , 0-5 1, 2, 3, 4 
Kilobars c PAW SK OAGRIIR~*3-75, 
5-75, 8-15, 8-90, 9-35 wt2% な リ りき 。 叉 989 
bars DERRICK C 600~1200°C fa} > jE 
CHS THE 100°C 上 昇 す る 毎 に 溶解 量 03 
26 を 減 ぜ り リ 。 即ち 800°C に て は 60% 


142C42) pb 


Bk 


1200°C た て ば 5:.4 2 に 減 ぜ り 。 この 花 
a MIE Fe — D1 SAI A AT S Java 
Kianis je BW a < OMKD % LAME RA 
i & Et Uo KOR ARAL 
WiKO PLOY LA LTS, H8~ 
102%2 の 水 を 有する ゃ の る も 非常 に 稀 れ な る 
事 は 従 座 毅 表 され た る 分 析 に 依り 確 め ら 
HEV, VLORRIK KY te haa a KIS 
Kee BICKBPeSAY LirbLio 
老 へ は 可能 に し て , AL CORAM Ais 
ら ば 水 は 其 の 如き 岩 具 の 品 出 湿度 を 降下 


する に 重要 な る 影響 を 有 す べ べく, 火山 作 | 


FAO Ig & HY FARK A Te B EME Bs 
る な らん を 結べ 9 CAM. J. Sci. 22, 
48T1~502,1931.( 河 野 〕 
2311, REABICSCGMBR Kolde- 
rup, C. F. 

著者 は Bergen arches thivoAl Epyrhe 
AERO ORE RAK MURA (> te its 
・ 岩 質 の 小岩 脈 に 注意 を 惹き , と の Teh a 
(24h By RODE KA Caledonian 
trondhjemite (< fa) BIC Lc, 紫 Caledonian 
trondhjemite は Bergen の 周り の Cambro- 
Silurianarches 1c Fb tr, APE se Heet it 
=2® arches の 間 の Archean gneiss の 
zone 'PICFEF 9 LO 4 it SERA 
FE VA CE SROL Lo MER AIO 
二 つ の 型 を 示し , HBRAEV ノル ム を 
算出 せり 。 MiP RF ARAB, AI, 
microperthite &4j+ ZEBRA, Bit, Wse 
RE, SRO, BER Ate Vo M _bikto AML AE 
fed 2 WIR & BBR L CHR S fa] HEAP OD Pegmati- 
te の 同様 な る 岩 脈 を 散見 せり 。CNorsk, 
Gteol. 12 435~439, 1931.)〔 瀬 戸 〕 


9312, Pegmatite の 成因 に 就 て 
Andersen, O. 

HA UL MAME Ro 1c H&B Pre-Cambrian 
Pegmatite の 成因 に 就き て 多く の 例 を 架 
げ ば て 議論 そり 。Pegmatite ょ 火成岩 と の 
間 に は Comagmatic 閣 係 ある は 級 か た に し 


て , granite pegmatite, syenite pegmatite, 


| gabbro pegmatite 等 は 基 例 な り 。 或 場合 


に は Pegmatite の 分 布 に 依 り て Pegmatite 
L—-EO BHO PO MA WBA & mF Be 
HY, RLY [MEIC Pegmatiteia Ree 
STHEBHRLMALAICF ZLBRIC LT 
ZS IAEPEA OH ie UG AEC US lA tt 
(EAE ( 47 ltd SHBHIc Pegmatite と 
PEARL © BAGRIT, BAY DiS aim 
KUMUILEYSBSV, XM 
pegmanite (iF 1c la) 4E( F @ HBA AEE 
を 表示 する 好例 な り 。 Ric Pegmatite の 
特別 な る 形 を 了解 する に 必要 な る は 狭 長 
SRO RCN bi, 野外 調査 より 
SIF SIC, & ORG HA U BBO Pe- 
が 結晶 する 比較 的 大 な る 開口 と 
ORO 通路 を 形作る ゃ の に し て , 初め の 
Pegmatite @4tit 2% ope & SlyR ic HR 
成分 が 逃げ て 同化 作用 を 蒙 れ り と 考 へ ら 
So Wi LU CHB te SRB RA is Le 
AIC At BANK kV dC L CHE 
Wee? Lio HARE KY て 生じ た 
る structure ORME OD AHR Zot id, UM 
Pegmatite XP] & MWS 3 ICHMT Vo 
AC fie] HF IC EVA HRD IC ER BE RT as EE SZ We 
MO Hi MAC EN EEC RARE Yb 
方 法 の みた に て は aplite と pegmatite の 
KifF2% zonal structure 並び に Pegmatite 


granite 


gmatite 


wb 
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BARODW IC MRBMES SBT C RV) 
LUFT. MK Pegmatite 1 RSC Ss HE HE 
ZL VOW‘ ENR & Pegmatite を 作 
SUK LO RHEE BRAT OE fh Zt 同 
TEMA SL RMOBCMEM te Vo AH 
Hatt, SEP Fi Peet & AIS 
HY Clie R t OM MESS! LA PL th 


Pegmatite 


TEFAIC UT IER UBIR(EMICSEFS Ml 
% HEI US Ey 1S Ba 


Pegmatite の 結 品 
FL XB © SWS IS (ff b te FIC Ba © fF 
BS SWIC IRE Bo RICCI FER 
る granite pegmatite の 特徴 は America 
CPST E ( MRE SSS 
mineral replacement の 一般 に 鉄 《 事 , 及 
び lithium-bearing mineral OZ ¢ SEs HE 


の Pegmatite 


に し て , American Pegmatite m4 {t3H & 
は lithium mineral に 富む 岩石 に 特に 状 
し , IC ZO RS EP © Li te Hy 
の 存在 に 依り て 影響 せら る く ひと の 結論 は 
明か な る が 如 し 。(Norsk, Geol. 12,1~56 
193L.) CHA) 

2313, Essexite#43Kurum 火山 の 
BRET Vogt J. HL. 
Brogger 氏 の Hurum ely ioe CBRE 
る 資料 を 用 ひ , そ の 岩 此 分 化 を 論議 せり リ 。 
AM & te FHIA9ZSIOn を 有する Esse- 
xitic Waeyz, Oslo comagmatic province 
DBPL BM te BHI 64225102 BAT 
Shea SU A DLE OIC LT, 
HEARD He AEC & IC aM る 
Mg-Fe Silicate (c fq % 3 Bi R BELL 
CHAT LSAT XY te SHH RA RH 
60 26 AS AEA ED 40-26 I< FL Me B AUC me 
生 せ る も の な リ り リ と 謀 け リ 。Bowen は 大 規 


模 の resorption は 不可 能 な り と の 設 な れ 
Oy 地下 深く 地質 的 長年 月 と BE EY 
PEE, 揮 低 成分 © PIE Ic KY 


| resorption は 可能 な らん と =U, Bowen 


BE ak & SN WL eR a HE & 


SSRI L, AIL RA DO Comagmaiic 


province (CP C(LAMMAAIC BY AERA 
Y IES BABE & HRI Ly 叉 本 火山 の 場 
ACH T OPEB SE SP H)6576 SiO。 を 
AVS ERT Vo PIG (L — AWW ERAS TA IC 
於 ける Essexit 2 ee 2 Oo BARA 
開 係 を Or-Ab-An 及び Fe-Mg の 開 係 に 
HC amide + VY 。(Norsk. Geol. Tid. 12, 541 
~562, 1931-) [河野 〕 
2314, 南部 Odenwald FBMRSROt 
OPI, TEREST SRMRIET 
Leinz, V. 

Odenwald  f& [a it aka & HET 
ORMIKE A LILE MINA OM AlLis% 5 
( t& Pravariskische @ jHIM@QEEIK 4 IC LC 


| CAMARA ORAIS UCHE LAIN 


AICHE SLOT IV, NKR c ORE 
WRAL DIR] DFA ARIS WSC UL AAS (LR 
FD. L, MB RE te SEERA BAIL, AO 
Konvergenz #9 2% #1 ba, WHO fin Tl) 
は し ば し ば 不可 能 に し て , BK % MH 
HE Lo ANB teat PS 4a SH 
Aaa (tc OBL & ARABIC MEHR Mn ¢ Ae 
D, (SAAR Ac Scholle と し 
THEE SILA OGM O Az Ed 
FAIS Ait WR AS BEC BY DL eO 
WL UCHING—- MEA EAT 
Fi) BE 1S BC AE Rl 2 (LPG TA a I< He D fa zr IS 
be bBo FANG aS EAE AE hi a 


144044) > 


KEL UC AA Bld MM te BBE 
AVY i & te S(Min. Pet. Mitt, 42, 81~ 
138, 1931.) [河野 〕 

9315, NasSiOs-NaS =A AHA 
23309 参照 。 

2316, AlzOs-Cr20s-Mg0O 三成 分 系 
AS HH 2333 ZEAE 。 


2 Bk & 


2317) 9 0 LSRIRERIDRET Sampson, E. 
7 GRO 2 RIS EIS BBE KO HA 
に 於 て 月 成ら れる も の と 考 へ られ し が 
と の 見 解 は IRR BIC BAL 5 dv, BOK 
MORRIS & Ze IPA To LAH SLICE 
り , BAH ILB INO [BAO RA に Hc 
へ ~, BORAT ALIS BF IED BAe IC 基き el WE 
OKRA LASCRKY 3H type LL Vo 
CQ) 72 aaa £ Ud Suc IB 
成せ ら る ゝ か 叉 は 同時 に 形成 そら る ゝ 場 
合 ,(2) 7 3 2 GRR Zs late magmatic stage 
Keke bi, TASHA 及 斜 長石 と 
FEI HT > GD) BOK KE VBR b 
れ た る も の に し て , HE © 蛇 紋 岩 化 作用 
と 鶴 接 の 嗣 係 を 有する 場合 。 著 者 は 以上 
3 DOV AIRS TARO Hi & HLF Cit: 
Wks Spo VY. (Econ. Geol., 26, 833~ 
839, L9BLI UPR) 
2318, AMRRORGBIAD deforma- 
tion [[#iT AHH 2298 参照 。 
2319, Great Slave Lake, Pine 
Point OD3AmzAWPRICwET Bell, J. M. 
TRL 白雲 岩 中 に BAe 6 te, BRA 
LTEKS & OlL HD, NaS me, WER 
Bi ASR GR, ZEMS TK, FOB IS LC, MR 


AL LCAHEA HRBRARF 4 Yo 


BEY © AE NEUE It CL) ERO ABA 
(2 PARE SHB (3) D5 SADE PA SAB 4D 
ABA RMS pe MIA (5) FR (6) 二 
ARABI L CBR IL LA 3 BOK EK 
に ょ り て 形成 そら れ た る も の な る べし と 
FZ S.o(Econ, Geol., 26, 611~624, 1931.) 
CP BF) 
9320, Cadillac D@ier Bell, L. V. 

含 金石 英 脈 は 比較 的 深 亡 に 於 て 形成 を 
られ た る 高温 性 の % る の に し て , BEER 
を 2 つの type に 分 て ば , その - は 石英 脈 
及 lens WK FABRA L Ab は 微細 な る 右 英 
Who Re kU Sait OO Ve 
BUM DBL LC w AL BR BeAK, 
HAR RERA RAT SCL REZE 
DAH WAS pegmatitic origin な る と と 等 
の 理由 に ょ っ つて, BERKS 地下 深 所 に PAT 
高 湿 の 下 に 形成 上 られ た る も の な る さ べし 
tS, (Econ. Geol., 26, 630~643, 
1931.) Crp BF) 
2321, Manitoba 州 San Antonio ¢ 
山 の 地質 硫 床 Reid, J. A. 

太 床 は 線 て green stone と 開 係 を も ち 
3 つの type OBRIRIC EW 5 So 

C1) 不 規 則 な る 
quartz veins, (2) tabular pyritic quartz 
veins, 3) 黄 鐵 奏 の 微量 を 含め る 普通 の 
BEA RIE I UTZ EO BRIT HE 
代 作 用 た より て JB Re Bin, 単なる Blake 
充填 の 痕跡 を 止め ず 。 時 に は high-temp- 
erature origin 2 思 は る べき Bidy % Bs 
る れ ど る も, 概ね mesothermal deposits と 
老 へ ら る 。(Econ, Geol., 26, 644~661, 


stock work の pyritic 


$ 


ip 


鉄 145C45) 


. 1931.) ChE 


2302, MSHI SRR RSG 


DE de Taste 
DLA i PCRS Se 
ALPE WIR IS LCT EORAE OS 1 ADE DF SAH 


ERED 9 EMMI LX 3H HVC, HE 


12 > = WR UL RS — BRR HE HS PU BB JY BK BRC 


害 出 す 。 こ と これ ら の うら ちち 最も 有望 な る は 第 | 
=2aRIC LC, Oo _ EAE 及 FARE IC Be 


PRE DAT 9 MILL % PRI ORAS Hj 
ck 0 CRY. ROA IS Pita BEB IC 
BRS 3%, HAE * PRO PIL Lid FMEA 
KR TEFEF © JA RRNIIK i BRE At BIE 
BERICW CLA em pee ERRSTE 


HY o — MEI ROTA BT 6 te | 


WEARS D FE MEIC HE & ABE He B AAT IC Hh 


て , MWS TE FEML 1 100 尺 迄 の Weis & KGL | 


せり 。 CEBU ER 4, 37~47, 昭 6) 
Ci BF) 
2323, PABERMOB=Fe A WIS 
SBVARICRET Moos, A. 

Brandes (aP¥lc Hartz に 於 ける 第 三 紀 
LIRA OW BURL OIC TS 


た り し が , BHI 更に アル プス の 外側 に | 


WG BHA WAC ME MIC FEO THe BK 
AEA IC REC HN, Hummel に 於 ける 玄 
武 岩 と 白雲 岩 忠 に RET OB wy ay 
BK L OBR F A vy WD BRIS Bh 
Cikt~, fc Schneiderhéhn 氏 に より て 
jk B4L% B Schauinslandes の Young 


Paleozoic $f, MISA HK & & LKR LCA | 


TL FR & Aas V CZ. f. prakt. Geol., 
39, 13-15, 1931.01 SY) 


Bh ti re BB 


2324, 水 よ り 宣 き 原 油 Krejci-Graf, K. 
原油 の 比重 が 1 に 近 き も の は 笑 れ な ら ざ 
HEY, —MICIL KEV Y Me w_o2rU{s 
HESS BM, RICRSF BS Ox 何れ 
も 水 よ り も 大 な る 比重 を 有 す 。 

(上 比重) (産地 う ) 

1.023 Casmalia, Calif. 

1.015 Cat Canyon; S. Calf. 

1-010 


(Petroleum 


Ebano, Mexico. 

27, 894, 19831.〔 高 橋 〕 
2325, 深度 , 層 位 と 原油 比 軍 
Graf, K. 

ALK @D A> > Y a RYE ESIC PS Cd, 
その 原油 の 比重 は 規則 正しく 下方 に 減じ ~ 
中 新 ; A, 始 新 の 各局 位 に BL, + Of 
PLO es % Ofte A) te S eh & HEL. 
つ 各 油井 の 地下 人 等 深 線 に BUCO, 一 定 
の 割合 に 上 比重 を 減ずる も ゃ の と 稀 せ らち る 。 
D. C. Barton は , Yb bLOpPEKIC HEB L, 


Krejci- 


| 原油 の 産出 せら れ 得 可 き 最大 深度 を 計算 


Ly 蘭 新 乃至 中 新 層 に て 原油 比重 が 0-78 
ICED TY & VERE 3-600 ~4-0002K, We FR 
の 同上 は 275)~3000 KL BF LCHE 
り 深部 に は 温 性 玉 販 の み を 期待 し 得 可 し 


| &it~%y, (Bull. Am. Assoc. Pet, 


Geol. 14, 1913.) 
著者 は Barbers Hill ic JAG ZRIOM 
査 に より , WMO 原油 の 比重 は 上 ょ り 
下 に 減ずる も , そ の 上 層 た る PHBL O 
Ha FARIS (tHe RE o> BEADS HV, BLIC 
中 新 層 の 原油 の 比重 は 逆 に 下方 に 増す 事 
Be & HHA LU 後者 は 浸 鼻 油層 に 相 営 し Bl 


146(46) ib 


we 


AG (tHE OMA kV ORB ICKY, Eb 
HEV PRK OT APT WU PEER 
eZ OTST LEME, HOV IY T, 
ルー マ = ア の 原油 比重 は 深度 に 開 係 ある 
も 層 位 に 無 開 係 な る 事 賞 を 述べ , 著者 の 


ト 油 は 下方 に 基 比 重 を 減 ず 」 な る 比重 法 
則 の と くに る も 適用 さる 可 き 所 以 を 論 ず 。 
(Petroleum, 27, 895~896, 1931.) 55%) 
2326. PILE VF VIL 5 Biko 
#8 Dunaj, K. 

AIC JO SB 1906~1930 4A FR] > Ay 


FEAL & ASEH AA IC 掲げ , 南米 EE re | 


PISS 3 BSB OURM LS ESE, FL 
M6 [el & YE CJ) IE EV > A & ae 
Fo FER 4 OWME—Oyh At) Lat FR- 
リ ゲ ヴァ アダ ダイ ィ イア に は, 最近 に 於 て % BBO 
85% & ETS, WAR PBe kon 
7 = IR EE © RTA B PHIRI HB FE (eg 
ji] LOS SY (Petroleum 27, 953~ 
955, 1931.( HB) 
2327, 音波 探 硫 法 に 於 ける 酸 栓 油井 の 利 
用 Mc Collum, B.; La Rue, W. W. 
地震 計 に た にょ つて 地下 の ドー ム ぇ を 測定 す 
る 場合 に , BED 油井 内 部 の 種々 適 常 な 
る 深度 に 地震 計 を 装置 し , ZS IC HSU BS 
REI LOCAS SRB ARE LY, 
ZF SSR L TILE P- 2 ORE Hele 
MEMES ALS SET Lo ICS 
I 3 HE OM , その 深部 に PSC 縮小 
する 場合 等 に 常 り その 周 園 の 二 R= 
井 を 選 み , LAO BE Ck O-C 測定 を 行 
へ ば , その 全 形 を 推 知 する を 得 可 し 。 本 次 
(LOAD 質 際 方 法 に つき て , BZ を 用 


2328, 重 カ 測定 さ 地 質 構 造 
(Ree, 


WB asa 7A yw hI, FATT wr | 


ひ て 其 設 明 を 嘱 ふ 。(Amer. Assoc. Petrol. 
Geol. Bull., 15, 1409~1417, 1930.) 


高橋 〕 
Miller, R. 


南 加 m=m え ・ ア ンジ ェ ル ス YRHICB S 


(Rawk) Ck SRNWHO BR, 油井 


k URIS SK RG OBA EHO AGL 


一 致 を 示さ ず 。 著 者 等 は その 原因 を 水 成 


ABO MIC k SR REMEICHS (BD 
dE し, RABI Ze TY OI, その 
HiT K ¢ UO Aric AMF SIC Bar 
Vo MRL % OBBMM HM BUS SB 
に し て , そ の 結論 に 開 し て は モッ ス え , バー 
b YA OBE VA BYES (Amer. 
Petrol. Geol. Bull., 27, 1419~ 
1429, 1931.) て 高橋 〕 

2323, 本 邦 石 油 成因 の 一 考察 Terada, 
T., Hirata, M. Utigasaki, T. 

Axim SOUL ASFR 8 = fC as EE UC AI 
噴出 物 ま より な り , COMER AS 石油 RAE 
に 接 層 作 用 を な す も の と 思 才 する も の な 
Yo 筆者 等 は この 推定 に ょ り , AMR 
OPA OPA & Hic Hh, FV & Vv, o 
ラフ イン , Caster-oil 42 % 87 YL, Jhew 
出 物 に 就き て 色 , Se AR 文 線 分 析 
EE Yo JUVE LIC & aye 
(SA LAW SL ORV, VEO 
LY AFRO Ah D KALE KR Yas e ry 
噴出 物 を ARAL L, 天然 乾 含 に よる も の 
な り 。 ML CREM Divi SUI FLAM 
大 な る 地層 中 に 集中 を せる も の な り 。 (Sci. 
paper, Inst, Phys, Chem. Res. 17, 265~ 
298, 19382. 0 和信 木 〕 


Assoc. 


鉄 147447) 


Re FB 


9330, =—MAX NavSiO3-NaF 
Boath, H. S. Starrs, B. A. 

本 系 は テ チ メル 原料 の 燈 融 に 於 ける 有 反 
REL BRC HEE te), a ES 
線 法 に ょ よ Pee 
製 を り 。" 基 結果 は 簡単 な 共 融 系 を 成 し , 
NaF 28.522( 
の 存する を 知れ り 。 NaySiOg 
は 多く の 結果 と 一 致し 1089°C を 得 た る 
%, Nak の 融 跡 は 研究 者 に より 異 り , 閉 者 
は 997°C LHe VY, Mic NagSiO,4- 
NaF Ric HSC OR tii GD Ha & HR 
Yo COUGH ADIE ORIG THA 
FED IK LC, HHE S HAT SD V oP 


fife SILMISA ete L, SeRB Ia 798°C 
13°, RD IE 13:5% NaF な . (Jour. 
Phys. Chem., 35, 3553~3557, 1931.) 
CAD 

9331, Baddeleyite (ZrOx) O MiB 
Cohn, W. M. 


プラ ジル 産 baddeleyite (ZrOg) を 各 


JAE 1c BUR et ~ SRK 1900°C まで の | 
EU tn | SF 


PUHE & WV. COMMA £ 
HB yee IE A APR IC HT YV (10007 ~1800°C 
> % Dit MAAR & li) BRICK HLA D a 
DRY, WDE ABR 255° 及 700°C ic BATE 
Whe AL, 1O00CC & Y AVKIC HAT o 

1400°~1700°C 間 慮 理 の も Ole HLA t 
等 軸 型 の 混合 ょ り 厳 り , 660"C Ic HEE 
り ,9902C より 政 縮 を 起す こと 前 と 同様 
な り 。"1800?2200°C je FE D 4 D は 殆 ん 
ど 等 軸 型 より 成り , WARE NBIC (aX 240? Be 


EE 913°+2° | 
KBE | 
| 

| CHIC 


780°C ch & LS %, 1250°C 附近 ょ り 
PE OWE & BD, 冷却 に 際 し て は 840° ~ 

930°C XV MFRIGHE LC MMIC EU, 永 
ANGE RAS Cav ZrOy OBhAE D Be ae 
te EMM Vo 最後 に 1900°C に 長 時 
fr SA EIN > fie ZX ole trigonal Wit 
の 新型 より 成る も の く 加 
く , 膨 腰 玖 態 は 前 者 に 似 て Wee Ree ざ 
る の みな ら ず , 冷 却 に 際 し て は 750°C ょ 
Y Wwe We % ee 350°C ょ すり 僅 か に 収縮 し 


o(Keram. Rundschau, 38, 


psudorhombic 


721~725, 
786, 1931 ND 
9352, DD!) YVORUAMZA Schwarz, 


753~756, 


[AR Ios, Mite 


HH SILPIGIE MVE KY Zettlitz Ew 
AVY wR 20-10002C に 加熱 中 に 起 る 現 
の 
C ま で は WAR EBRD SY, BRE UE 
造 水 の 腕 出 に ょ yaaa So Wome th 
線 に は 846°C 及 938°C HD MED VY 
前 者 は メタ : カ オリ ン の 分解 に 相 営 し, 後 
AIL SF 1b OM AEBARICA SB OLB 
NEV DAVY BRM 1500°C ic hnenr 
SAG LAREN & LTA Te YG 
850°C VWF icin UC A F-A AV YOR 
WR SEAT Ld XS ART EW 2s FFL 
qv, Autoklay ifsc HSC FEA HM LD 
LY DIEKRY AY Y OF RE 582°C 
KSEE LCHKST SCLEMEDEVO A 
AV y Fwy BM SH UL HE AK AE AN it JRE 

CGD VY, 例 へ ば 450°C ic 12 wea 

せる も の は 650°C CP CHEM THEA 
始ま る 。 PSICAFA bIMAIC ILA EM 


14848) 抄 


9 


Deo ALS 

213~219, 1931.08 A) 

2333, Alg2Os-Cr2O03-MgO #RRBbIK 

REf# Bonthron, K. J. A., Durrer, R. 
TUePre VIKAS SHEL Vc Alo 

O03, Crg03, MgO » iE 

で 加熱 し その; 


* (Zeit. anorg. Chem., 196, 


は せり 。 温度 域 は 1900~2550°C 間 に 位 
Fo SRB 
% I 90M0l% Cry03 © — Bhic Fe RRB 
する も の 如く , 六 一 化合 物 の 存在 を 暗 
示せ り 。 二 成分 系 Cr203-MgO ic (a BE KA 
の 二 化 合 物 2Cr20s. MgO 及び Cr,O 
MgO C2 ク ョ ぇ 作品 石 う が 生じ , ANTE Pa 
に See 間 に は 互 に 共 融 体 を 形成 
三成 分 駄 態 賠 た は Mol 22 に て 32 
no 8 Cr205, 60 MgO 及び 80 Aly Os, 
10Crg03, 10MgO op = FARRAR > BQ 
LS STKAWOEAILHERAT 3 HEIL 
ざり き 。(Zeit. anorg. Chem,, 198, 141~ 
156, 1931.) GEN) 
2334. BESMWAIYKOXBHRU RE 
SeAOHSz Roussin, A. L., Chesters. J. H. 
Radentheim je zetE-+ DE RU Yo ay 
EUCHHAH Go briquett を 作り , 
5 26 De PHA BE SEV KAYO 
7 DBERIC K SILKE YL BUH Vo BUG 
物 の SiN ALIS PADGEAT ORE IS & dU ER 
Alka, Yr ay +X, KX-+Y, Y-++ 
MgO RU MgO な り 。 eh X Ru Y 
は それ それ MgOZrOg SiO, 及び 4MgO 
ZrO2 MgO £2%X533%, KSAMEA IC 
WE lL BRAS FH (Trans. Ceram. Sac., 


by Zo PFs Fah BE | 
WES 高温 計 を 以 て 測定 | 
せる 結果 を 筆 温 線 と し て 三角 園 表 上 に 表 | 


 AlyO3-CrgO3 は 約 30Mol | 


| FIC RR 


30, 216~224, 1931.) GHA 


石 iz 
9335, MRAKOSPRE Picters, 11 


Asa 

談 粉 に 就き EMR AR e MA SOT 
Vo Wepre htt & 8 ROK Cc ee 
L, fz Schlammwasser 中 の 周 形 体 及 そ 
PIRBDE BW Y ARR O DR 
は 毎 : 分 1100 [a] ic UC, 試験 時 間 は 10 分 間 
な り 。 証し て と の 間 に 生 じ た る 泡 を 集め 
乾燥 し じ て 衝 量 灰分 量 を 測定 を リ 。 

SoSH & LD cate 2 His wh OO 種 
類 , アル コー へ 4 種類 , 石炭 酸 , 
ベ ミンデン, 石油 及 その 他 7 種類 の 試薬 に 
Uc, Schlamm の 密度 の 影 頃 に 就 て ゃ 試 
ax Y o( Brennstoff-Chem, 12, 325~327, 
1931-) (#8 FL) 
2336, #hbe8 FEB ICHS 3 SESS 
Niemann, P. 

50x 40x30 PICS 及ぶ Bw 
Ze PIC C 2 MO thie RK a AER EL 
CHERRMDE iking & 加熱 し , 加熱 開始 と 同 
AIC Be aT RED 2 IK © JRE & 5 分 間 
AGIA] & URE L OBA ZS HK LC 
HEIL HY 200~800°C FRY ic HSC BEAT K 
REBFSCLRBUEV, 
Chem, 12, 886~389, 1931.) (#8 FL) 
292337, Berct2OSa FLEE Braunholl, W. 
DLE diplodysaG 

HYD SAFLEWE IC ANF 7 1 eA 
F SHEL WES SSM VS WL 
Ree F7AY REBUT 

RAS SICFEX HIER eshte 


PSY 


( Brennstoff- 


ee eee 


ete 
hi 


cea 
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る と 同一 塊 を 以 て 他 の 試験 を 行 ふ を 得 ざ 
る 不便 あり 逢 の 如き 不便 を 除く 分 に 炊 の 
FER GEE Vg 

BUS ERRY ee & Et ICC PET Oo 
…W 之 を 水中 に 入れ A. B 一 法 を 以 て 水 
% fA LAKH ICC RRBE Sg …… Ww 次 に 
水中 ょ りう り 出し 附 着 水 を 滴下 を し め た る 後 
ZEB C CREST ot War ( UTRHAIC 
より 見 掛 比重 及 無 孔 度 を 求む も る % の な り 
SBME = BATU 


Wo~W 
Wa~Wwo 18 USLHMAILEE & (t open 


pores の 百分比 な り 。 

WUCKSE MAT S A 法 は 常温 に 於 
CHR 2 AO cA し むる 方 法 に し て 
Byes LU CMe LE StLOHV, 

著者 の 技 験 結果 に ょ れ ば , AYER BY 
に て 館 和 せる 際 の 差異 は 比重 た し て 
0.009, 無 孔 度 に し て 1.2 以下 な り 。 叉 A 
法 及 B 法 各々 の 間 に 於 ける 守 験 議 差 は 
Je LHL diel & MC HT) 次 に Wak 
Ww の 測定 謀 差 は 12 種類 2 HO. OR 
量 に 於 て BEE 100 g BL 0.0~0.6 g 平 
H03¢ 及 0.01.2g 平均 0.6g な り 。 

之 等 の 結果 ょ り 本 法 は 甚だ 正確 な り と 
BS Seen £3, RELIC 使用 し 得 
る も の な り 。(Fuel, 10, 328~329, 1931. 
Cie Sh 
2338, 湊 度 を 竹 媒 と する 水素 添加 試験 
Varga, J., Almasi, L. 

43. [5] 200 g の Carbolsiure, Kresol, 原 
油 及 製法 の 異な れる ター を 及 テオ シン の 
褐 炭 に 就 て 行 へ る 水素 添加 試験 に し て ; 
5 % の 活 度 を 附 加 し 或 は 陰 加 せ ず に 行 へ 


Yo <ORWOKREG 100~110 ARR 
Cs WARES 450°C HU, 著者 の 結果 に 
よれ ば , 宰 炭 は FREES AREA IC kU 
& EGE XZ % OF VY (Brennstoff-Chem, 
12, 327~329, 1931.) CHB ALD 

2339, RARREOLHAEE  Field- 
ner, A, C: 

Pittsburgh cP 2h 3 BPR E She SE 
(CRB A ES S BN IC OK Be IC 
て 誠 備 智 識 を 得 さ せん が 大 に 記載 され た 
る も ゃ の に し て , 第 一 に 米 國 に 於 ける Ape 
BK DAG, % OBB, 4A ERA IC BEC 
ike, 第 二 た に Rank に ょ る 分 類 方 法 及 米 
園 式 Rank &HRICHRGSBBLORMR - 
に 就 て 論じ , 第 三 に 岩石 回 的 分 類 法 に 及 
び , FUG 1K be © HE ARIE, HE ioe ELC HRB 
FpeCBituminous coal)  {y887 te RK 
AIC A 3 RRO BUSTS RC AR 
Yo (Brennstoff-Chem, 12, 405~409, 
1931.) (#8 FL) 

2340, HORE RRA SHE 
Pieters, H. A. T. 

AN Ms HB Carbonization ® KBs KC HS 
OF SPB O RUA S Permea- 
bility D#ktk & Wi AE L, PCR & aw U 
た り 。 即ち ま づ 著者 の 考案 せる 新装 置 を 
以 て —ZBO RU RIC Bs SB Permea- 
bility DSR Ee WES SC, Be AA EIR 
ICO BCA ME HUCK SRBC HB 
KE な る HRB e 得る 能 は ざり き 。 著 
AS HHL LC Hie IC BRAS ZA —-— DW 
Pin Aas AIC kU PRAT OSS 
ERK VY, CZUBARR HO BAY 
RSET SLC 2. MIC HHH 


150659) ip 


$k 


SAGs BIT SBR 20°C~350°C 500°C 
~700°Ci< HST 10 FF fH 4-1 350°C ~500°C 

に 於 て は 5 分 間 毎 に 1 分 間 と 限定 し て 
上 衣 Permeability を 測定 せる に , WHE 
骨 度 曲線 と 同様 の Permeability- 温 度 曲線 
EGE Vo MOMS MRAP BAS O 
Carbonization [c J\-c RRC BS る 
Permeability を 阻 室 す る 期間 の 比較 的 短 
か き 事 質 を 示す 事 は 注目 すべ き 事 な り 。 
ARIE (hf (ES A be D AEA & LCR 
ふる ター 人 ん ( 高 温 う の 使用 量 に 就 て 行 へ る 
Baek EL & Et V 5 (Fuel, 10, 443~445, 
1931) 〔 観 見 〕 

2341, 固体 燃料 に よる 涯 化 水府 の 吸着 及 
保持 量 (3) Moor, B. 

本 報 は 談 化 水素 の 成分 部 に 燃料 の 組成 
OSPR © DEAE ARSE IC ETS S 吸収 CAbsorp- 
tion) 及 保持 .<Retention) に 及 す 影響 に 就 
CHRY SL ORV, その 閣 果 に 依 れ ば 
C1) BRED ACER AY AR & 2 Mo AeSARY 
KERBREAD MK RABIN FS SW 
LIC (REF OZ & OPC ARE O HBr 
L fat Leb Mt ORRICHS 3 IH © 
EAL RRB © FIAIK GEV EN BRE IC HAUT 
SLAC LAR SLOnRV, 
(AYE BPE IAG 3 Walk fe M ld benzene, 
toluene 及び xylene |< fc (ett O 
D F tiie |< BARE AS tr Eh, pentane- 


decane ROMER ICH CLF BEE | 


IXSe ANAS © PFE WIPE LIKES &L OEY o 
(3) 燃料 の 炭化 水素 の 保持 容量 と 炭化 水 
素 の 化 誤 並 に 物理 性 質 と の 間 に は 何等 特 
定 の 開 係 存在 すず 。 (Fuel, 10, 436~442, 
1931.) C#B5L) 
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2342, BHOMTIRET RBANAORE 
岩瀬 慶三 , iS So 

900°~1159° の 温度 に て , MRO IG 
に 及ぼ す 砂 利 分 の 影響 を 研究 せる 結果 , 
その 存在 は 一 般 に 層 元 反 護 を 層 江 すし む 
る を 知れ り , こ の 原因 は Bice MAL 
fG2S 砂利 分 の 存在 の た あめ RRL EV, 
Bi DURE & ELS SB BIC LT 
後者 は 前 者 より も BERK LC, BAP 
Fe20g の 如き 層 元 容易 な 酸化 物 の 存在 
する 場合 は , 凝結 善 し く , 従 つて 須 元 力 は 
BUC 妨げ らち る ゝ る , 磁 鐵 斑 に 於 て は 殆 
ん ど そ の 影 疑 な し 。( 人 金属 の 研究 7。 524~ 
534, 19380.) GH) 

2343 砂 鐵 及 海 綿 鐵 の 分 新法 
小林 正美 , 箕作 新 玉 。 

砂 鐵 及 海 綿 鐵 中 の Fe’ 及 Fe oP Sn 
の 分 析 法 を 比較 研究 せり 。 それに 依 れ ば 
DET OD Fe” 及 Fe” を 定量 する に 試料 
を 二分 し て その 一 方 た 於 て Fe” 広 Fe グ ぁ を 
WICC ABE & 定量 する 代り に , 一 
つの 試料 に 於 て 始め に Fe” を 酸化 滴定 し 
次 に 全 鐵 量 を TiCls で 避 元 滴定 する 際 に 
於 ける 前 に 使用 し た る KMnOg gow 
TORRE D EERE D DR IC BEE BUA YS 
事 , WELD Fe” 及 Fe” の 滴定 に 
際 し 試料 中 に 浮 許 する 微細 談 素 は 可 な り 
存在 する る ゃ 影 絡 な き 車 が 明か に を られ , 
同時 に 中 の 海綿 鐵 中 の 金属 鐵 及 酸化 鐵 の 
定量 た は Ingeberg 法 か 著者 衝 の 第 五 報 
(人 金属 の 研究 7, 317~328, 1930.) の 如き 
FEB RHA ELA BRS BL DZ, 


7a HABE 


i 


$k 1510651) 


CEB OBIE 7, 467~472, 193). 087K) 
2344, SiBAOM LMI ICRET 
BS =) ih ke Ia, 小 株 正美 。 
WEES 2% vy OR, DELO OD Bl oO Et 
eBAS 4 [MOWER EMIS 7 7H 
th 700°~1L00° DFA RECPAE ME BEL, 各 
ALERO 酸化 度 比 較 , 酸化 度 に 及ぼ す 砂 
GRE DK FE OGRE IAB O PP UL @ 
EB OBA KE BERD BURL DIR UL & DIGES 
り 。 基 の 結果 は 次 の 如 Lo 
Cl) FF y EME OD FeO の 酸化 は 600° 
BSE K VARESE Y, 基 の 酸化 度 は 700? Me 


en 


“LY AK Bins SIM REE Pe | 


FeO (£44. E Y fap PT HR V ARM E IC HS CHB 
化し 始 む る る も, 基 の PALES je LF IC 
tK SHB hWld, FF vy BH'P D FeO の 如く 
Rot ass bt 6 

(2) HO WEE BNA REREAPY C700~ 
LLO0°) に 於 て は , HOEK D Ay YI Be LI 
含 チ タン 量 に 比例 て 降下 し) 含 チタ ン 
EEO BK Te } RUMI EMD BRIS 800? cH 
CHEW IC PBEM RED FITS DSLR 
BFAVYEORS D&® WeWaic PC ls 
基 の 目的 を 達する に は 人 告 10009 以上 の 高 
(3) 砂 鐵 の 酸化 度 に 及ぼ す 粒 の 大 さ の 影 
BEL, 避 元 度 の それ に 此 し て , — JEL 
L CHAK ¢ ted tk GUE A B Kee 
CPST B SEB ICBO AW RIES Bid 
困難 と 思 は る 。 

C4) 酸化 諸 焼 市 試料 の 拠 拝 混合 も 赤 上 酸化 
度 増加 の 一 素因 と な る , KOC MBito 
WP DPR EE IS EY Cit, 適 営 に HAE 
WAT SLES 


(5) TR BR ODE © EH (iO 
種類 に 依っ つて BUC RV, これ を BFF 
YILDOWEY AS. SHEL, WMO PE 
BRIS REO CO Wee IE (LBC AY AE BE i, 

と 殆ど 同じ し て 含 チ タン | BRS 
無 他 沼 産 砂 鐵 は 最も 低く し て ; 800° Bit i 
LU UGE VD, ARSED T tic RS 900° 
Mbk V, WLC 含 チ タン 量 の 最も 少 き 
LUKE BE RDSR IC HSC lk 1100 く に 於 て も 殆 ん 
LW LBB D BAT, HSA 他 沼 産 砂 鐵 に 
於 て は 10009 DW EK RCUAR CHA 
を 失 ふ 。( 金 属 の 研究 7, 385~396, 1930.) 
e399) 

9345, Flocculated Clay :S88ivim 
DES BROWMPECRET Schofield R. K., 
Blair, G. W. S. 

HA ELL © HERO BRAT fr 
FE IC BES WIFE UR Mn & Hi AMICIES V, 
1. EAp-'H DDik & hit~ Tt flocculate さ せら 
れ た る H HEOMB KAS 1 RB Ft 
た る 時 任意 時 間 16 時 間 う BRO PRD 
容積 は 狭 限界 内 に 於 て 再現 可能 な り QR 
の 16 AFA [AGL % © & Hike L Mie 
SEV WABI) 29 減少 すこ と 
OE & BY RNS AES % DEI [a BD 
減少 を な す 3: HAM AE SZ HORS O 
& Ca” okit Ba” ick Y GIRS 3B LW 
ARIK BME SAT 4 HRS ied 
Hit. © Mh BMeB KICK CaClg 及び 
BaCly & 4-3 & Sth © HPA Ky 
N=1 (CHES SiS ABC WIE te 
& GE RIAA, Hit as AR HED Na ak 
iK & Fvrakla His: & flocculate + By 
に NaCl skit KCl の 濃度 の 高き も の を 


152.52) ~p 


- 


BES Wes BU Hie NG ~ OTB IE | 


ENVY LORE o BP Ic AF ie 
た る 時 は 大 な る 容積 の thixotropicale gel 
が 作ら る 6: 沈 湖 物 の 強度 は , 存在 する 置 
換 可 能 の イオ ォ ン 及び その 性 質 並 に 加 へ ら 
れ た る 載 苦 の 渡 度 に 依存 すこ と の 事 は 複雑 
te SBR Ste, (Trans. Faraday Soc. 
27, 629~632, 1931.) C4570) 
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本 邦 に 於 ける 球状 花山 岩 の 産地 2A 
FRIC HS CERNE A ( (SERRA © 
産地 と し て 知ら れ て ゐる も の は 筆 着 の 知 
れる 部 園 で は 次 の 七 ケ 所 で ある 。 
ERR SARS OT 
香川 懸 三 豊 郡 園 上 島 

i FAS ARLIEN LS 

BS KOR A hn He BR se Be HY 

SBT P PABA ARN XK 

TR 1 ALE BRN WES 1 PE Be 

2 GAN FARR A NAT HEE BE 
ARS AN © RAR US hb BE 
Pi Ds AMER AN aS ih BLS Le wO TH 
だ 研 完 結果 の BRE Waa, WT OR 
Rk NESZAR OAL = FO IZA ICH 
A&itF tO, HOBials Re Bhs 
SSI ESMERS 9 RRAACRE=RT 
MISES S FRAO RML UY, BME 
BEER © Bld 2 fa) dy ALARIC BEA LT HEL 
ECR Tes 

[lb 8 > SRUROL EE ae RN ep my 
2 PEE LK) bot ALL © PRR RIK 
FRAO BE aE ICA AR te FR OCH 
FE IK Sd 6 KG A CEL, 基 表 面 は 統 


AF VERLIC HEIL S S By fee > te BE CREE 
BR し 其 だ RB, RMGHE 4~5 
Hi, 中 央 部 は 其 だ 粗 粒 の 長石 より な る る も 
FRBIC 近づく に 従 つ て AWE te VU, HE 
BC (3 $4 254 WA © [al AIK BEA S 
% 3S Ga KBB Do 

iH REENEORKN HALA OK 
SP ARG LL BY Pit 5 > Yah yi CBA & BRL LL, 
RC EBLE 明か た に され た る も の で , He 
粗 粒 の 石 地 中 に 直 衛 4~5 ilo Ee Ek 
& te LIL UI KA MEE 4b OIC RM 
FT 3 BAREAMARHNPERBH 9 

WESF FED % DILGER De OK 
MKS S—-RMAOMSs %OCHDE 
2S Pe WEAR LER BS OAL © Ep IK Se 
tic h A PIC DLS KO AIK e BW Leo 
HRIK © BAR 2 RA (2 © a BE Kk 
な り , PLIAGE 5H, EET HAM OF 
AB & % LB EO DT & RIR EO DR 
WS te 3 BKK IC £ Bo 

BeTR U] D ERAR AE fides (PRE HD 
IRR FIC ES So MERLE et 
に 岩 脈 を な し , BERL TE 4 He POSE, BTA 
花 其 を 時 する 。 GKERKC LS, WE 
要 報 第 26 4 2 HED) CAF RD 

ニカ ラガ の 火山 活動 新 逆 紙 所 報 去る 
LY 22H F > FRR AM ICRI, 
21H fa wIC PSC HER 69 回 以上 cS Hh 
Bed V , Sih ie ARM a 基 だ し き 損害 を 


BURY 9 MWR 7=V YT AFH 


TP AUN & kod, LIS HES 
KROSS 2, HELO kw AM 
AWite VY £, AVC RFLO— AW, SOURS 
BRO LV S.5 CPEB BS) 


ae +b aR OA OR Wy WE KK BB oy = He 
本 & 2 & 
Be ah wt mM i 
SSRR pK Bw 純一 PPIFIRARD 
RBEH aH M#—- BHEt WF WP 
BEE sik 
本 8 Ba) 
伊木 aR 石原 RS 小川 RH 。 FRESE 大 村 一 工 
rin 2 金原 4328 加藤 武夫 佐川 紫 次 郎 Ee 
BATHE GA HE 皿 中 僅 秀 三 徳永 WE 。 中 村 新 太 耶 
野田 勢 炊 郎 平林 武 保科 正昭 松本 OME SRE 
松原 厚 著 林 統一 郎 ESD | OH 
Ba semmees ( Oe 
LHL 潤一 加藤 謙次 郎 河野 Se COM KR SHI 瀬戸 OBR 
高橋 純一 高根 BF Ake 中野 Re 根本 OI 
ar WE A ORS 吉木 SERRE 渡邊 BK 
> it A @ BB iA i 
alt ae es hel (NET TRA AAAS 
Bt) 4B = A A Br AAA AMO ES 
cid 
ie 瀬 戸 W B 
eR AS a CRAIN 8 82538) : 
Wh2e Th HAG ai A LR Py 本 Ld # 
naar | 生年 分 Sy Cua 
(Dio) ce i el ieee" ea 
Aly 3 ais BY 2 Uy 
Ep ol 者 AHP (a 
(Nat ewe T A Aw ee ee & 
gh He as bs 東京 pe Se te 
; eae if 70 
Sn 所 aa 1 CRE 部 60 $% 
邊 ヶ年 分 cx 


AMET BERGE T Aa 


He AG EW Hil) BR KS itt 
GE 287% 860% 


maa 


本 誌 廣 告 料 普通 頁 1 a 
邊 年 以上 連載 は 4 割引 
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